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序文

愛媛大学は、松山市および愛媛県内各所に大小のキャンパスをもち、敷地総面積は464ヘクタールに

及び、本部事務局と４つの学部が所在する城北団地には文京遺跡、農学部と附属高等学校がある樽味団

地には樽味遺跡、国際交流会館がある膳子団地では麿子遺跡、教職員宿舎のある北吉井団地では桑原西

稲葉遺跡など、数多くの遺跡をかかえている。これに対し愛媛大学では、1987年に愛媛大学埋蔵文化財

調査委員会の指導に基づいて埋蔵文化財調査室を設立し、埋蔵文化財の保護に努めてきた。中でも、城

北団地に所在する文京遺跡は、２００８（平成20）年度までに、３７次にわたる全面調査が実施され、弥生時

代における西日本屈指の大集落であることが判明してきている。

本書で報告する文京遺跡25次調査は､2002年度に実施した情報教育棟(現総合情報メディアセンター）

建設に伴う発掘調査である。調査地点は、既に報告した文京遺跡１８次調査（総合情報処理センター新営

工事に伴う調査）の北に隣接し、一連の水田遺構の広がりを確認した。また、開田以前の自然流路から

は、縄文時代から古代に及ぶ大量の遺物が出土し、城北キャンパス周辺での連続的な生活を知ることが

できた。とりわけ古代の遺物には、赤彩土師器や奈良二彩、硯、緑紬陶器、そして瓦などがあり、近傍

における官簡関連施設あるいは古代寺院の存在を想定させる。

重要な調査成果があげられながらも、報告書刊行にいたるのに６年以上の月日を要した。その後も連

続して実施された校舎建築に伴う発掘調査が優先されたためであり、調査後の整理作業は断続的となら

ざるを得なかった。そこで､施設基盤部と協議し､中期的な整理計画を策定して整理体制の強化を図り、

報告書刊行を進めることとした。校舎建築あるいは改修工事に伴う調査がなお続く中で、今回ようやく

文京遺跡25次調査の正式報告書を刊行することができた。

発掘調査から記録・遺物類の整理、そして報告書の刊行にいたるまでには、多くの方々から協力を得

た。それらの方々に深く感謝するとともに、本書が多くの人々に利用・活用されることを祈念します。

2009年１月３１日

愛媛大学埋蔵文化財調査室

室長田崎博之



３

画Ｉ

本書は、愛媛大学埋蔵文化財調査室が2002年度に実施した文京遺跡25次調査の報告書である。

愛媛大学埋蔵文化財調査室では、これまで文京遺跡について、８．９．１１次調査、１０次調査、１３次調査、

２０．２３次調査、そして'8次調査の報告書を刊行している。本書が６冊目の報告書となることから、『文京遺

跡Ⅵ』とした。また同時に、愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸＸにあたる。

埋蔵文化財調査室では、本格全面調査･構内遺跡確認調査については、遺跡ごとに調査次数を付しているが、

同時に、1975年から始まった大学構内の発掘調査まで遡って、立会・試掘形式の小規模調査も含めて、すべ

ての調査に調査番号を与えている。調査番号は、西暦の下３桁の後に各年度ごとの調査順に01からの２桁

の通し番号を加えた５桁の番号で表示している。調査番号に加えて､複数の地点（トレンチ)を調査した場合、

一の後に地点番号を付して表示している。

００２０１－４

調査年度（西暦の下３桁）

年度ごとの調査順に付した番号

一調査地点が複数時のトレンチ番号

本書では、遺構番号に冠して、水田：ＳＳ、溝：ＳＤ、土壌：ＳＫ，自然流路：ＳＲ，柵列：ＳＡ、柱穴・小穴：

SP，その他の遺構：ＳＸの記号で遺構の種別を表している。

本書で表示した座標・標高・方位は、日本測地系（TokyoDatum）平面直角座標系Ⅳ系にしたがった。

土層遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』（1967）に準拠している。

本書に使用した遺構図は、吉田広・三吉秀充が作成し、製図を吉田・三吉・宮IIl奇直栄が行った。

本書に使用した遣物図は、吉田・三吉・演田美加が作成した。分担は、SR-301-②層出土遺物とSR-301-③

層出土弥生土器の一部を吉田が行い、SR-301-③層出土縄文土器を三吉が担当した他は、漬田による。遺物

図の製図は、縮尺ｌ／３を基本とし、宮崎が行った。

本書で使用した発掘調査時の写真は、吉田・三吉が撮影した。

本書で使用した遺物の写真は、吉田・漬田が撮影した。

本書の作成にあたっては、今田秀樹・幸泉満夫・小山仁之輔・柴田圭子・三好修一・山内英樹の諸氏からご

協力いただいた。

本書の執筆は、三吉・漬田が実測を担当した遺物の記述と観察表作成を行った他は、吉田が行った。

本書の編集は、田'11奇博之の指導のもとに、三吉･宮崎･演田･須之内慶子の協力を得ながら、吉田が行った。

本書に報告した調査に関わる記録類・出土遺物は、愛媛大学埋蔵文化財調査室において保管している。
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序説

序説

１発掘調査の体制と経過

(1)調査にいたる経緯

1998年12月から翌1999年８月まで文京１８次調査を実

施して、1999年度末には総合情報処理センターが新営

された。直後の2000年度当初から、その北側にメディ

ア開放センターの整備が計画され、計画段階では、

埋蔵文化財調査室保管資料の展示・活用なども提起さ

れていた。ところが、2000年９月にいたって、2001年

度予算の前倒し（補正予算）により、メディア開放セ

ンターと基礎科学研究棟（理学部）の建設計画が急遼

進められることとなった。埋蔵文化財調査室では、計

画範囲の調査には、前者に約８ヶ月、後者に９ヶ月を

要すると回答するとともに、過重な調査による調査室

業務の支障を予告した。協議の結果、基礎科学研究棟

(理学部）計画を優先することとなったが、2001年度

の前倒し予算（補正予算）として決定したのは、基礎

科学研究棟（理学部）全体予算の半分であった。これ

に伴い埋蔵文化財調査室では、文京遺跡21次調査（調

査番号：00003）を実施することとなり、2001年１月

15日から９月９日に及んだ。さらに、2001年度予算に

おいて同Ⅱ期工事分を文京遺跡24次調査（調査番号：

00105）として、2001年10月１日から2002年３月26日

に実施した。一方、新たに農学部寄付建物新営工事が

2001年度中に浮上し、急遼2001年11月15日から2002年

２月６日まで樽味遺跡６次調査（調査番号：00106）

として実施した。

このような建設計画・調査の頻発により、先送りさ

れていたメディア開放センター新営計画は、2001年度

末に具体化し、2002年度予算において実施することが

決定され、平成14年４月５日付けの施設部長発事務連

絡により、埋蔵文化財調査室に発掘調査の依頼がなさ

れた。

埋蔵文化財調査室では、総合情報処理センター新営

時の文京遺跡１８次調査（調査番号：99802）で、古代

末から中世にかけての水田遺構を確認し、その北側テ

ニスコートでも､文京遺跡22次調査（調査番号:00005）

として2000年度構内遺跡確認調査を実施して、１８次調

査からの水田層の広がりを確認していた。これらの成

１

果と建設計画を対照し、情報教育棟新営地点全域につ

いて埋蔵文化財に影響が及ぶと判断でき、事前に発掘

調査を実施することとなった。

施設部からは、４月１２日付けで発掘調査計画の依頼

が埋蔵文化財調査室に出され、埋蔵文化財調査室は、

施設部との協議により、具体的な発掘計画を立案し、

４月１９日付けで施設部に発掘調査計画を回答した。一

方、４月１２日付で文化財保護法第57条第３項に基づく

通知を松山市教育委員会・愛媛県教育員会に提出し、

これに対する通知を４月26日付けで松山市教育委員会

より受け取った。そして、すぐさま同日付で、文化財

保護法第57条第１項に基づく発掘調査の届出を松山市

教育委員会・愛媛県教育員会に提出した。対象面積は

1,022㎡である。この届出に対しては、５月１４日付で

松山市教育委員会から通知を得､文京遺跡25次調査(調

査番号:00202）として実施することとなった（図ｌ）。

なお、本格調査とは別に、事前の環境整備に伴う立

会調査（調査番号：00203）と、調査終了後の工事変

更に伴う立会調査(調査番号:00210)を実施している。

(2)発掘調査の体制

文京遺跡25次調査に関わる2002（平成14）年度の埋

蔵文化財調査委員会と埋蔵文化財調査室、施設部を含

めた調査体制は、以下の通りである。

[埋蔵文化財調査委員会］

委員長

副学長小松正幸

委員

法文学部長藤川研策

法文学部教授下僚信行

法文学部教授松原弘宣

教育学部長金藤泰伸

教育学部教授川岡勉

理 学 部 長 柳 津 康 信

医学部長小西正光

工 学 部 長 鈴 木 幸 一

農学部長白石雅也
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図１文京遺跡25次調査地点とグリーンゾーン（遺跡保存地区）配置図（縮尺1/3,500）
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事 務局長塩谷幾雄

総務部長大和田和平

経 理部長高橋伸一

施設部長土居昌弘

[埋蔵文化財調査室］

室長下篠信行（法文学部教授）

調査員田崎博之（法文学部教授）

吉田広（法文学部講師・～20029）

（法文学部助教授・200210～）

三吉秀充（法文学部助手）

専門員松原弘宣（法文学部教授）

村上恭通（法文学部助教授）

川岡勉（教育学部教授）

調査補助宮崎直栄（施設部教務補佐員）

庶務担当横本順子（施設部事務補佐員）

[施設部］

部長土居 昌弘

企画課長 秦稔

総務係長稲見俊光

企画係長氏原修

施設課長杉下隆男

建築第一係長西岡重義

建築第二係長大工園幸郎

以上の体制のもと、施設部建築第二係監督により、

実際の調査は吉田・三吉が担当した。

(3)発掘調査の経過

今回の発掘調査は、先の'8次調査や試掘調査成果か

ら、地表下３ｍに及ぶ工事掘削深度の全てが調査対象

となることが明らかであり、発掘調査及び工事段階で

の安全確保を目的として、調査区の北辺と西辺、東辺

の一部に土留め用鋼矢板を打ち込むこととした。この

作業に５月１５日から着手するとともに、これに伴って

一部立会調査（調査番号：00203）を５月17日に実施

した。そして、先行調査で明らかに表土層と見なすこ

とができた、現地表下100cmの範囲は、調査に先行し

て表土掘削を実施した。これをほぼ調査区全域で終え

た６月３日から、発掘作業員20名を配して調査作業を

開始した。

重機による掘削は、大型で全体を水平基調に下げる

一方で、検出した練兵場時代の塑壕跡等の撹乱層を小

型重機で行うとともに、西壁際等で土層確認のため一

部先行して断ち割りを行っていった。重機による掘削

－３－
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図'２調査作業風景

Iま６月１０日までを要し、これと入れ替わって同日から

発掘作業員を40名に増員し、手作業による発掘調査を

本格化した（図２)。

重機掘削の及ばなかった表土層及び撹乱層の掘り下

げを手作業で行い、城北団地区割に基づき測量基準用

の杭を設置し、表土掘削後の調査区全体をl/１００で測

量し、写真撮影を６月21日に行った（図版ｌ）。

この後、上流部にあたる東側から、水田関連層の調

査を開始した。調査にあたっては、１８次調査で見いだ

された３枚の水田層に対して、上層水田関連土層をａ

層、中層水田関連土層をｂ層、下層水田関連土層をｃ

層とし、さらにそれぞれ水田覆土層を１層、畦畔部土

層を２層、水田耕作土居を３層、畦畔下部土層を４層

とし、あわせてａ３層等として、調査区割あるいは番

号を付与した遺構単位で遺物の取り上げに用いた。残

余のⅡ層を除去し、ａｌ層の掘り下げを開始したのは６

月27日。同時に清掃をかけながら水田畦畔の検出行っ

ていくが、Ⅱ層の残存などにより、１８次と連続的な位

置に検出しきらない。梅雨後半の雨天もあり、調査区

全域で水田畦Ⅲ半の検出を終えたのは、７月23日。並行

して、検出状況の平面図もl/lOOで作成する。一方で

水田内の掘り下げを開始し、水田面での人馬の足跡等

も検出した。最終的に、覆土層を取り除き、上層水田

面を出したのは７月30日。翌31日には、高所作業車を

用意して、全景撮影を行った（図版２．３)。その後、

水田面の実測を1/50で行い、５cm単位の等高線も作成

した。その間、掘り下げ作業は中断し、８月５日から

９日まで、上層水田畦畔部と水田耕作土の掘り下げを

行った。

そして、中層水田関連土層の調査に移ったのは、８

月１２日からである。１４～１８日の盆休みを挟んで水田
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図３現地説明会の様子

灘、

図４情報処理センターエントランスホールでの掲示
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開催した。当日は、あいにくの雨模様で、調査現場内

への立ち入りは制限し、周囲から検出した水田遺構を

見学し、西側からも水田より下層の堆積状況を確認で

きるよう配慮した。また、一部出土遺物を展示した。

参加人数は約50名である（図３)。なお、現地説明会

の他に、南側の情報処理センターエントランスホール

では、調査に関する写真や現地説明会資料の掲示を随

時行った（図４)。

現地説明会を終えて、下層水田面以下の調査を本格

化し、１１月５日からは作業員50名体制である。まず、

調査区東半に残した下層水田の畦畔部分を掘り下げ

た。その後西側から、水田耕作土、耕作土以下のシ

ルト質土、自然流路内堆積に区分しながら掘り下げを

行っていった。また、掘り下げを完了した範囲から、

1/５０．５cmコンタの平面図と、１/20の調査区周辺畦の

土層断面図の作成を行っていった。建築工事に伴う掘

削深度の現地表下300cmにおいては、調査区南北で流

路底を一部検出したが、中央部ではなお流路内堆積が

続いた。しかし、安全確保上困難であったため、これ

以上の掘り下げは停止した。この状態で、自然流路の

完掘全景写真を撮影したのが11月26日である（巻頭図

版３，図版１０．１１)。

その後、土層観察用に残した調査区周辺の畦の掘り

下げを行うとともに、土層断面図の補足を行った。そ

して最終的には、調査区全面を現地表下300cmまで掘

り下げて完掘とし、１２月13日に完掘写真の撮影を行っ

た（図版12)。

そして、後片付け作業を行い、１２月18日にすべての

作業を終了し、現場を撤収した。

畦畔の検出を行い、８月21日で全域の検出を終えた。

l/100で検出状況平面図を作成するとともに、東側か

ら水田面までの掘り下げを行い、２８日にはその作業を

全域で完了した。清掃に１日を要し、８月30日には再

度高所作業車を擁して、中層水田の全景撮影を行った

（巻頭図版１、図版４．５)。上層同様、水田面の実

測は1/５０．５cmコンタで行い、１日間のみ作業員によ

る掘り下げを停止した。続いて、中層水田畦畔部と水

田耕作土の掘り下げを９月３日から９月１３日まで行っ

た。

下層水田関連土層の調査は、９月13日からである。

覆土層を掘り下げながら水田畦畔の検出を行っていっ

たが、途中、調査区西部で、下部の水田面を切り込む

東西方向の溝１条を検出した。同様の層序の遺構は１８

次調査でも認められたが、面的な広がりをなさないこ

とが確認できたため、個別の記録を取って、下部水田

遺構の検出を続けた。結果、全域で水田畦畔の検出を

終えたのは、９月30日。検出状況をやはり1/100で平

面実測するとともに、水田面までの掘り下げを行い、

１０月９日に下層水田面の全景写真撮影を行った（巻頭

図版２、図版６～８)。そして、ｌ/５０．５cmコンタの

水田面実測を１１日まで行った。

この段階で、既に現地説明会を10月26日に設定して

いたため、公開用の水田遺構を残しながら、２６日まで

の作業を進めることとした。すなわち、東半分は水田

遺構を残し、その西側南北10,幅は水田耕作土と以下

のシルト質土（ｄ層）まで掘り下げ、自然流路の最上

部砂層を検出した状態、さらにその西側南北10,幅は

自然流路（ｅ層）の最上部砂層（el層）を掘り下げ、

砂牒層（e2層）を検出した状態とした（図版９－１）。

このような状態として、現地説明会を１０月26日(士)に

韓
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(2)整理作業の体制

文京遺跡25次調査の整理作業に関する、2003～２００８

(平成１５～20）年度の埋蔵文化財調査委員会と埋蔵文

化財調査室、施設部（施設基盤部）を含めた調査体制

２整理作業の経過と体制

(1)整理作業の経過

まず、基礎的な図面等の整理を終え、概要について

は、2003年度刊行の『埋蔵文化財調査室年報-2001.

2002年度一』に報告した。先行調査出土遺物の整理の

ため、２５次調査出土資料の整理はこれに遅れ、2004年

度に洗浄・注記・接合・復元を行った。そして、正式

報告書作成に向けた作業は2005年度に開始し、2005.

2006年度に遺物の実測を行い、当初2006年度に報告書

編集及び刊行を予定していたが、先行の１８次調査報告

書刊行が2007年４月までずれ込んだことと、2007年度

の過密な発掘調査行程から、報告書編集・刊行は2008

年度に持ち越すことになった。ただし、2008年度も、

2007年度同様あるいはそれ以上のスケジュールとな

り、その中での報告書編集作業となった。
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序説

Iま、以下の通りである。

[埋蔵文化財調査委員会］

委員長

副学長小林展章（2003年度）

理事小林展章（2004年度）

理事柳津康信（2005年度）

副学長林和男（2006～2007年度）

副学長亀井崇（2008年度）

委 員

副学長亀井崇（2006～2007年度）

法文学部長今泉元司（2003～2004年度）

湯浅良雄（2005年度）

森孝明（2006年度）

小淵港（2007年度）

森孝明（2008年度）

法文学部教授下僚信行（2003～2007年度）

田崎博之（2008年度）

松原弘宣

教育学部長金藤泰伸（2003年度）

渡遥弘純（2004～2005年度）

曲田清維（2006～2007年度）

埋蔵文化財調査室］

室長下僚信行（法文学部教授・～2007年度）

田崎博之（法文学部教授・2008年度）

調査員田'11奇博之（法文学部教授・～2007年度）

吉田広（法文学部助教授・～2006年層吉田広（法文学部助教授・～2006年度）

（法文学部准教授・2007年度～）

三吉秀充（法文学部助手・～2006年度）

（法文学部助教・2007年度～）

専門員松原弘宣（法文学部教授）

村上恭通（法文学部助教授・～2005年度）

（法文学部教授・2006年度）

（東アジア古代鉄文化研究セン

ター教授・2007年度～）

川岡勉（教育学部教授）

調査補助宮崎直栄（施設部教務補佐員）

－０－



涜田美加（施設部事務補佐員

・2007年度～）

庶務担当横本順子（施設部事務補佐員

・2003年度）

渡這かおる（施設部事務補佐員

・2004～2006年度）

須之内慶子（施設部技術補佐員

・2007年度～）

整理作業担当（施設部技能補佐員）

丸岡美智子（～2005年度）

井手野文江

門田都

松本美和子（～2005年度）

遺物実測担当（施設部技術補佐員）

漬田美加（2004～2006年度）

[施設部（施設基盤部）］

部長土居昌弘（2003年度）

山地久司（2004～2007年度）

岡信孝則（2008年度）

企画課長堤達行（2003～2004年度）

施設企画課長漬田慎二（2005年度）

小椋静夫（2006～2008年度）

総務係長冨岡文夫（2003～2004年度）

施設総務ＴＬ・冨岡文夫（2005年度）

沖野錬太郎（2006～2007年度）

藤村宗（2008年度）

以上の体制のもと、整理作業は吉田・三吉指示によ

り、接合･復元等の作業を、施設部技能補佐員の丸岡

井手野・門田・松本が行い、実測・製図等の作業を、

施設部技術補佐員の漬田と施設部事務補佐員の宮崎が

行った。

３薬理の方法

２５次調査は調査番号として00202にあたるが、本格

調査として次数を付し、略号としてBNK-25を冠して

いる。

(1)出土情報の登録

出土情報には出土地点と層位がある。出土地点につ

いては、文京遺跡全体の区割に基づく区割名があり、

25次調査は東西にＤＱ～ＤＹ区、南北に45～５０区に

該当する。層位は､文京遺跡基本層序に基づくともに、

Ⅱ層下部に相当する水田層について、調査時には上層

水田に関わる土居（覆土含む）をａ層、中層水田に関

わる土層（覆土含む）をｂ層、下層水田に関わる土層

（覆土含む）をｃ層、下層水田下部のシルト質土層を

ｄ層、その下の自然流路内の砂層・砂喋層をｅ層とし

ている。なお、これらの詳細は後述する。

今回の調査において、これらの層序の中で検出した

遺構は水田関連遺構にほぼ限定できる。このうち、水

田面と溝（水路）について遺構番号を与え、その間の

畦畔や水口部分については、その水田面との関係にお

いて記述した。水田面については遺構番号に遺構略号

としてＳＳを冠し、溝（水路）はＳＤを冠した。

上層水田に関わる遺構が001～042、中層水田に関

わる遺構が１０１～139、中層と下層の間で検出した遣

構が150、下層水田に関わる遺構が201～234である。

(2)遺物の登録

出土遺物については、調査時に出土の原位置を記録

したものについては、１からのＲ番号を取上遺物番

号として与えた。ただし、水田関連遺構と自然流路と

いう遺跡の性格上、原位置を記録した遺物は１点のみ

である。この他の出土原位置を記録していない遺物

は、土層と調査区割単位あるいは遺構と埋土別の単位

での取り上げで、袋単位の取り上げである。この取り

上げ単位である袋に対して、整理時に1001からの４桁

のｒを付した番号を登録し、接合他の検討を行った。

rlOOl～1165がＩ層・Ⅱ層・撹乱層、あるいは出土地

不明遺物。ｒ2001～2263が上層水田層（ａ層）に関わ

ると判断した遺物、ｒ3001～3333が中層水田層（ｂ層）

に関わると判断した遺物、ｒ4001～4334が下層水田層

（ｃ層）に関わると判断した遺物、ｒ5001～5111が下

層水田層下のシルト質土層（ｄ層）出土遺物、ｒ6001

～6279が自然流路内堆積の砂層および砂喋層（ｅ層）

出土遺物である。

さらに、報告書に記載すべき記録可能な個体を選

別する時点で、ｌ個体（実測図単位）に対して改め

てlOOOlからの５桁のＲ番号（実測遺物番号）を与え

－６－
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た。rlOOO番台に対応するＩ層出土遺物がRllOOl～

11080、同じくⅡ層出土遺物がRl2001～12022,ｒ2000

番台に対応する上層水田関連層（ａ層）出土遺物が

R20001～20111、ｒ3000番台に対応する中層水田関連層

(ｂ層）出土遺物がＲ30001～30219,ｒ4000番台に対

応する下層水田関連層（ｃ層）出土遺物がＲ40001～

40148,ｒ5000番台に対応する下層水田層下のシルト

質土層（ｄ層）出土遺物がＲ50001～50189、そして、

r6000番台に対応する自然流路内堆積の上部砂層（ｅｌ

層）出土遺物がＲ61001～61169、下部砂喋層（e2層）

出土遣物がＲ62001～63710､下部砂牒Ⅳ層混在層（ｅ３

層）出土遺物がＲ64001～64015、自然流路内詳細不詳

遺物がＲ65001～65044である。なお、５桁の実測遺物

番号を付したものでも、本書に掲載していないものが

存在する。

(4)記録類の保管

発掘調査時の記録類には、遺構・土層の観察所見記

録・実測図・写真がある。

遺構の観察所見記録は、埋土の土質・色調のメモ類

で、遺構台帳を作成し、個々の観察記録とした。調査

区内の遺構については、溝と水田水口部分等について

20分の１の縮尺で実測し、それ以外の水田面について

は50分の１で全体図を作成し、５cmコンタを回した。

これらの実測図には、ｌから50までの通し番号を付し、

遺構図台帳に記録して整理・保管している。

調査の際には、３５mmモノクロ・カラースライド、６

×７モノクロ・カラースライドによる写真記録をとっ

ている。こうした写真類については、カットごとに検

索用のカードを作成し、写真登録番号を付して、台帳

に記録している。カットは、00202-001～065に及ぶ。

また各フイルムについてもそれぞれ番号を与え、３５mm

モノクロに３桁十２桁(001-01～）、３５mmカラースラ

イドには３桁(００１～）、６×７モノクロ・カラースラ

イドには４桁(０００１～）の通しの登録番号を付し、検

索用カードと写真台1帳に併記している。

整理段階で作成したものとしては、遺物実測図・遣

物写真がある。遺物実測図についても、出土層位（実

測遺物番号）毎に通し番号を与え、台帳に記録してい

る。また、報告書掲載用の遺物写真は、デジタルカメ

ラで撮影しており、ファイルをそのまま調査室パソコ

ン内に保存し、台帳を同時に作成している。

以上の方法で記録類と遺物を整理・保管している

が、本書に掲載した遺物については、本文中の遺物観

察表に実測遺物番号の項を設けて表記し、報告書から

遺物の検索ができるようにしている。

(3)遺物の保管

出土したすべての遺物については、文京遺跡25次調

査を表すBNK-25と、出土遺構、取上遺物番号（Ｒあ

るいはｒを冠した４桁までの番号）を注記して、遺物

台帳に記録し、出土層・遺構等の単位毎に、コンテナ

に番号を付して収納している。その中から、報告すべ

き遺物について抽出し、先に述べたような５桁の実測

遺物番号を、別色で追加注記している。本報告の挿図

番号との対応は、この実測遺物番号に拠っている。こ

れらの遺物は１分の１の実測図を作成し、必要に応じ

て写真記録をとっている。また、報告書掲載遺物は、

本報告挿図単位でコンテナに収納し、収納番号を付し

て、遺物台帳に記録している（図５．６）。

７

図５遺物の保管状況１

聯

図６遺物の保管状況２
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Ｉ位置と環境

１文京遺跡の位置と環境

文京遺跡の所在する道後平野は、四国北西部の高縄

半島の南西基部に開けた平野である。平野の南部で

は、重信川が、石手川・小野川・砥部川などと合流し

ながら東から西へと流れ、複合扇状地性平野を形成し

ている（図７)。

その中で弥生時代の遺跡は、平野周辺部の丘陵裾の

段丘縁辺や扇状地の微高地上、あるいは狭い谷を挟ん

だ丘陵上に営まれ､平野内で１０前後のまとまりをなす。

このうち、旧石手川が形成した、勝山（城山）と御幸

寺山に画された南北約１kmの扇状地上、東は道後温泉

周辺から西に約２kmの範囲に広がりを有するのが、道

後城北遺跡群である。標高は20～５０ｍ・北側では、

祝谷の谷部から丘陵部にも遺跡が展開する。

道後城北遺跡群の展開する扇状地は、現在では緩や

かに西に傾斜･する地形となっている。ただし、これま

での調査成果から弥生時代においては、その北半部は

君

旧流路である谷状の窪地が網目状に展開していた様子

が復元されている。また、窪地間の微高地は窪地との

比高差２～３ｍと1.5ｍ前後の２つの地形面から構成

され、集落遺跡はより高い微高地面を中心に営まれて

いたことも明らかとなっている（図８)。

文京遺跡は、このような道後城北遺跡群のほぼ中央

部、最も広い微高地上に展開する。現在の愛媛大学城

北団地を中心に、東は日本赤十字病院遺跡、西は松山

大学構内遺跡、松山北高等学校構内遺跡へと広がり、

これらを総称して「文京遺跡」と呼んでいる。

道後城北遺跡群内では、縄文晩期に道後今市遺跡や

文京遺跡21次．２４次調査で豊富な遺物の出土があり、

弥生前期では文京遺跡４次．２１次．２４次調査地点で竪

穴式住居が散在する集落が確認されている。また、

持田町３丁目遺跡では墓域が出土している。前期末に

は、岩崎遺跡や祝谷畑中遺跡で大溝が掘削されるなど

図７道後平野の地形概要と文京遺跡位置（縮尺1/200,OOO）
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遺物数も増え、中期中葉以降は祝谷丘陵部へ遺跡が広

がる。ところが、中期後葉には文京遺跡に遺構・遺物

が集中し、後期中葉以降、再び拡散するような状況が

ある。なお、この遺跡群の特筆すべき要素として、道

後一万（10本)､道後樋又（８本)､道後公園東山麓（３

本)、祝谷六丁場（１本）といった、平形銅剣出土遺

跡の集中がある。

２周辺の既往調査

文京遺跡では、1951年頃から遺物が採集され、大学

構内では1～３．５～34次にわたる本格・確認調査と試

掘・立会調査で、縄文時代前期から近世に及ぶ集落遺

跡･生産遺跡であることが判明している(図９･表ｌ）。

また、松山市埋蔵文化財包蔵地地図にも、「67．文京

遺跡（樋又遺跡･元練兵場遺物包含地」として、掲載・

周知化されている。

まず、城北キャンパス内の旧微地形が、調査の累積

により明確となっている。網の目状に流路と微高地が

配された扇状地にあって、およそ城北キャンパスの

南半が微高地にあたり、北半は流路が錯綜する（図

１０)。南半の微高地内にも１ｍ内外の比高差があり、

中でも３次調査区・７次調査区．１４次調査区が東西に

延びる尾根状の微高地にあたる。一方北半は、流路が

分流・合流しながら、間に一部微高地が残る。このう

ち、大講義室・共通教育講義棟から共通教育管理棟北

半、そして25次調査区へと連なる流路が最も大きく、

幅50ｍに達する場所もある。さらにこの北側にも流路

が確認され、キャンパス北西部ではより幅広の流路帯

を形成していた観がある（図１１)。

以上のような地形環境のもと、各時代の遺跡が展開

する。とりわけ、文京町３番構内においては、西南部

－９－
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Ｌ二l丘陵 口扇状地面上の微高地画中近世職郭の堀

函洪澗段丘蝿同雛面上の谷状“篇鵜川の中世以降
､Ｉ ５００ｍ

1:松山城跡(旧国立病院四回がんセンター)､２:堀之内遺跡､３:カキツバタ遺跡､４:若草町遺跡2次､5:若草町遺跡3次､6:府中町遺跡､７:若草町遺跡1次､８:勝山中学遺跡、
9:松山大学構内遺跡､１０:松山大学構内遺跡3次､１１:松山大学構内遺跡2次１２:松山大学橘内遺跡1次､１３:道後城北RNB遺跡､１４:松山北高遺跡4次､１５:松山北高遺跡1次、
１６:松山北高遺跡2.3次､17:文京遺跡9次､18:文京遺跡1~35.7.10.12.14～17次､19:文京遺跡１１次､20:通町遺跡､２１号水口遺跡､22:平和通り遺跡、
23:道後樋又遺跡2次､２４:文京遺跡8次､25:文京遺跡21.24次､26:文京遺跡4次､２７:日本赤十字病院遺跡､28:城ﾉ内古墳､２９:城山遺跡､３α東雲神社遺跡､３１:土器堀遺跡、
32;今市遺跡､33:道後今市遺跡9次､３４:道後北代遺跡､３５:(伝)樋又銅剣出土推定地３６:道後今市遺跡１０次､３７:道後今市遺跡8次､３８:道後今市遇跡･道後今市遺跡6次、
39:道後一万追跡､４０:道後今市遺跡２．１１次､４１:道後今市遺跡1次､42:道後今市遺跡5次､43:道後今市遺跡3次､44:道後今市遺跡4次､４５:緑台造跡､46:山崎遺跡､47:緑台遺跡
48F土居窪遺跡､49:緑台遺跡､50:土居窪遺跡1次､５１:土居窪遺跡2次1.2区､52:土居窪遺跡2次3区､53:祝谷畑中遺跡､５４:土居の段遺跡､55:田高遺跡､56:道後鷺谷遺跡、
57:道後鷺谷追跡､５８:冠山道跡､５９:伊佐爾波神社裏古墳､602道後姫塚遺跡､６１:義安寺遺跡､６２:道後公園山麓遺跡､63:道後湯築城跡､６４特田遺跡､６５:持田町3丁目遺跡、
66:持田遺跡､67:道後南町2丁目遺跡､６８:岩崎遺跡5.6区､69:岩崎遺跡3.4区

図８道後城北における旧地形と発掘言月査地点（縮尺1/20,000）
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図９城北団地西半部の調査地点（縮尺1/2,000）
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２トレンチ。

３:、レンチ

Ｌｉ､レンチ

２トンンチ

３トシン･子

雑生:.;期後蒐

また、古墳後

３トンンヲ

７i、レンヅ。

３１、ﾚﾝﾁ

表一.62cmでⅢ肘があらわれる．巽騨の厚害憾l2i

:、レンチ

!､レンチ

空;.:蝿,.-乗へP後鋤前菜の竪穴式生;,号
式im･暦１４、撫立姓建物｣３，位弧３，§

や
一
グン

ロ
ジ

迫

レンゲ．

レンチ.

レンチ

レンラ

レンチ

}､レンツ

トレンヲ

..､８５Em-で坪さ照4二；

ｎまで

元､で、皿』｡､ｒ

也表．5GcmでⅢ牌1-.

地表;ず38cmで箪屑.‐

地表』､､釦CEI:でⅡ榊;‐

地衣『'F75Emまで新::gの配管

地表.1,.75噂､で!‘|然流路堆融

雌:ｋ卜．60噸'で１１１鼎番鋪認。Ⅳ唖l：

地表:ざ70cmまで概乱部分。

地炎ド32〔鞭でⅡ:1Ｗがあるわれる。爾屈Ｉ

地表i,．68c工でⅡ冒厨があみわれる。猛展は蝉さ2Ｅ

地表F8S唾I]．ごlLIWiがあらわｵ1る。jjZIpi,，I蝿､F：

地表:P.'『DC証でⅡ『層を確認。Ⅱ冒砺からは.'一器細｣ｉが数.獣|:.R見、

地表.ﾛ.70c､]で厚劃O噌111:農どのⅡ1講瑞

地表1..6(k,mまで新IL:の陥管敷設のための撹iFi‘がつぎく

劫

地変ド60c.h･寺Ⅱ:画を確認。

地表..『60〔:Ｉ

地表,.D碇’

唯畔地表下.50-60ピンチで面届確認し、そ毎.ﾏで挫穴式仙崎跡５・端３．－．.城４１i:､:仙北半ではＶ願が落ち込み．地勢
Ｆ二2〔)、似.､.ﾄー .･苛代から;,:川の水．:牌確認

99802：文』iu8次八,型）殉。

也表戸55.-98側:;.識福色砂瀧iWが続き、６，位のⅣ脳邑匝･等]邑峨ユと':､六ｺ巻検出。』.､穴の．面かちは縄文晩j遡求一弥生
而期初蝿の:-器武･がI_篭.。

&設管路.-.で椴乱が続く

i､レンテー,l畔部･手肱、地表.F20EmでⅣ1罰.‘耐があらわれ、．:,世･-近堂の聯』
)0cmでⅢ1Ｗがあらわれた。luiWf瞳南:､．向かって吹捕i‘吊哩<なり南端で60愚､を

’０．

．Ｉ:嘘２が膿監。意半部では、･liII衣i､.2府－．，
i壇え鳥。弥４２[.'剤後薬の高lぷや脚台付鉢が

表Ｆ９２

2表.F95cJllで三脚があらわｵLる．Ⅲ牌の厚巻は20-30Ｅ:I:｡南1.z向かって洗第ﾄー 聴くなる｡過物障醐：ミバ･ぃな財､。１１｣雑

;.:｡~G二はⅣ届が唯Wｉ

表．

表1,.

表,’

幽表妬3cm･でi恩I然流雌堆祇である灰色砂磯ｊＷがあらわれ農

k喪1.6(】N:!zＩで厚き鋤〔皿の爵『歴を鮒

､‘後期中唾の騒穴式!:ﾐﾊ'卜46.州‘職建物･榊・：も城が出､.ｅイi庖］・イ｢斧･打製,11錐‘‐二型紡錘車･分銅形:;皇雛品が出､.‐二
ijiの竪火式仕活が;1４２．

表.画〒45厚･・

表!｡．

1..63(:【､のⅡ騨直1・毎ﾕV回

J在し

X)c､で呉然漉路堆誰があもわれ愚。屑厚50cm1．その回...．

“牌を砿認。玉卿からは辻物は崖．,硯"てい煮い･表・晶諏2〔}-210cimには:V層が堆柚〉Ⅳ層.:-億か亀樋･文後
片が１１．。

『.が、掻菖L暮れたＩ照がつづく

藍確認。：11唖」･間から弥篭淵

で、瀞を砿

尋Ⅱ岬があ虜

三JＷを確認

ごⅢ廟を確認．jFiI劇泳､態F蝿のⅣ牌への変ｲﾋば満｛

)”で111届を確認。砺厚cc郡。’．.届のⅣ瞳への変化は潮移的。

にIでⅢ牌をiＶ

ユ岬があら*

5cm手Ⅳ層があらわれ愚ｓＩＶｊＷを町り込む,ﾖ然流路３，赫皇を確認

毎山科を雛認‘‘測割１２～二7,1専、411.性が強く、！､レン･ﾁ北端では砂繊が多く混じ鴇

、厚さ5段Ⅲ以』_を測是

立面§

吾あＩ

れ、１２U〔:恥までつづく。

らに、弛表,･103蝿】でⅣ騨があらわれ

大判1M立叫班物ユ、排６，．'一慨13、、石器

(濃付よ、：監嘘１７，焼:Z・灰･ブ宮ツクユ

認尋：11脚１．面で、‐・辺５５ｍの照穴式椛居：、Ｆ１然流路］悪どが聖:苫。

凸圏岡原縄”甑後。ｉ･郡は:ｒ‐２唾ＩＦ対‘心･ﾂｰるｋ貯えられる２

『あら和れる。

bの欄

艇Ｚ

で１５:影の竪穴

r確稲鯵授目L部分から測虻‘昌器の破鵬･が:!』．

ぱ厚謹5cm，烏-ﾛー ‘蝋物なし

M後、１１

'Ｔが畠も。

h生：

Ｗ,･面で称44？の逝箭を嚇認。進物は縄＆していな;‘:二

x，ｊ､物は;:｡:.：して．､､ない血

が掘り込まれていた。，唯期はぶＷｉｏＶ届．も砿で藩ち込みを確認。

器も:,,<は.２膳i器と考えられる.i器片が出i品。

､確階の・・部が出土星

上IVjW

闇２、占墳前期の喋穴式住；常二、言:墳後期的螺

1,.世の聯２，【岩城ユなどがil』：画

識杏室報Ｖ

査竜報Ｖ

読受笥斜iＶ

諏査室報

識呑奉*侭

誘査室報Ｖ

調査室峨１

調盗室祁

&琵察報

識秀室維Ｖ

調森筆雑Ｖ

調企室報ミ

羽在室率Ｖ

諏杏奉稚Ⅷ

捌杏素

詞在室謡Ⅶ

調森塞報Ⅶ

詞在室根に

識在察報Ⅷ

骨雑Ⅷ

iIXII

レンデ

ﾘlの：封

憂F70m

鼠煎を

商而斑

認識蔦

ｔ尭筆報
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調査室報Ｘ

〈
毒

｛
坐 目

９

１

1２－

査
号

調
番

99701

９９，２

99709

99715

997且７

99801

99802

99805

調査

次数

16汝

16次

18吹

調査

種別

木箔

本格

会

確認

緊擢

虻会

本｝

.立

諏
姉

1384

6２

１２２

:5４

1192

査概要

A区

Ｂ区

唖一、
Ｍﾛ

４】、

尾１．
哩■

６:’

７１､レンプ

８１､レンチ

９;、レンラ

２０トレンチ

上:｡レンチ
『=■■＝一

色１，１〆ロ／丁

Iトレンザ

埋競文化1M読査室i､.,連箱がない斎ま．:戦に埼芋。Ⅲ層の・・部を砿峻。地表1,55剛でⅢ肘を離認Ⅲ

型､レンチ

２１､レンチ

４ヌ

Ｂ区

既設の配管蹄_･･芋地衣ﾄー 1()0cmまで劉乱された胃屑がつづく

弥4鍔｡期後莱～後期仏i;唆の竪穴式住居３６．溝１５．ｉ脆継、Ｉ予高後期の腿穴式I畠届２．上澱１漣３、弥生も1,<(jt､.I墳

後期の掘立.性建物ji、占戦後期畠;i,世の柵列１が出土号弥生の遺物i是は滑打製指輪・応九州系･詔器がああ。

弥生『:｢期後莱～後期中頃ど;-『墳後期の曝穴式住椿

地表:’

地凝:’

地表-Ｆ

地表下

地表『

l也表.1,.82--.98cmまで、端厚55qn前後のjl屑が唯断。その液i,からばⅣ層があらわれたり

騒穴式惟届跡2..．紅、．:名城４，錘２、自然流路ユなどを確認。

竪穴式住勝跡１０，ｉ二城３，播皇なJ'fを確認。

墨筋

地表!､~]20〔：

地表.1,.75EnlまでⅡ潮がつづく。

弥生畔代の呈穴式住居Ｓ・裡立､従建物ユ・’二城15、古墳時代の竪穴式佐届５.掘立戦建物３.溝２．１弓砿４，占代一・巾
|此の掘立樫建物上・端４川．.〈

１１‘鵬蔭地部で!近代-副‘中世の自然流踊Ｌ、３面の水Ii蝿（水田５７.水路２２．水溜】）ili:.堵。Ihsli鍬高地で弥生時代の掘進
1§建物５，．:芦壌２，‐･ﾆ『代．､‘【,易:.§の掃立柱建物10.．上珊'7骨l§ｉ･ロ

昌表F､45cmでⅢ届があらわれ、弥生後期終末の上峨湛かを鮪認。

iI表.i･･80ｃｍでⅢ層を階認《Ｉ

く式住居跡６，．１足研ユ、劇然流路ｌなどを確認く

IOqnまで撹乱を受+#ていゐ号

00亡mでⅢ噸があも葬れ、古墳後期の２壁の竪穴式佐鵬の重複を確認。

)unで厚さ25cmのn局部分を部分的{昌碓ifＩ

)c､でⅢ層部分を確認．Ⅳ届上面で竪穴型

３０亡m妾で抵乱諾受;＃て､,為昌

でⅢ脳上面を姉認

ﾗ以・:．、棚'城主建物２脳!L，ｔ城１８，激３が出１２。

1.j門が部分的;『出と。

文献

詞脊索報Ⅷ

調査筆報弼

調変室報Ⅷ

調在室報Ⅷ

詞査室報Ⅶ

調在窒報Ⅷ

識食擢報ＸⅥ

調森室報Ⅷ

99901

99902

”9(}８

19Ａ

l９Ｂ

本諮

本略

3１

4３

8,4

１:､レンチ

２i、レンヲ

３トレンチ

４１１、レン･Ｉ、

６i､レンチ

７トレンチー

１０

２１、レンチ

３１，レンヲ

１．３

:、レンデ･問

４トレ

５トレンチ．

６トレンリ

トレンチ

８トレンヲ

９トレンチ

皇Ｏトレンゾー

ｌｌＩ､レン･ヲ

l2i，レンーゾ

１３j､レンチ

１４トレンヅ。

１５トレンナ

１６１、ﾚンジ

Ｚ７ｌ､レンチ

地表'､40.,,50cmでⅢ牌を碓趨ｘｐＩｌ牌は10～l融mの厚苔を測る。Ⅳ届..､同で竪穴式止濡ユ、土峨２，′:､穴などを平而横隈.！

レンチ

:、レンチ

ンラ

l也表下70cmで浮きl7cnIのⅢ牌を確認．逝物畔‘.i・;:し．と・いない｡

地表下45噸:でE:然流路を確認。

地表字75cmでrl層を確認。1Ｗ厚30亡IzIで、粘fkが強い。

地表i､､69cmでⅢ層を陥認。層厚10cmで、粘質がある。

地表1,.ＭⅨID表でⅡ牌が続き、直接Ⅳ層があらわｵLる･

亘路舗装面から45画:-でn1iZiを確認。噸l唾は40cｍ

幽表1,45cmでⅢ屑を確認。砂磯や小Ⅲ..が多く況

地表]酌cn1で、層を確認。砂撰や小宏が多く鵬!要る｡

地表F55m1でⅢ牌を硫認。弥胆k[;1期後莱～後期初鎖の竪穴式惟活』がI|刑。

地表.F､70cI11のＩ届直ＦでⅣ榊があらわれる。Ⅲ畷は削:にぎれているものと琴えられみ‘

地表1,.80皿の［層直FでＷ層があらわれる。ｍｊＷＩ.Ｉ

地表~ド40"】でⅢ届壷硫認。弥地:;:陶後素～後期初識の竪穴式住職７℃．Z鞭９，溝３などが蝿ｉ・ｓｏ

地表下銘､,で目11層を確認。層厚22ｃｍ･最・1,.面のⅣ尉とのjW器i月は灰白色の砂雌層が無く堆被｡

地表下約50cm吉でⅡ岬が続き、ユ卿の直Ｆで許層があらわれる。

地表1,65cmでⅣ届があらわれ、その1.面で断面逆台形の龍を僻認。灰黄色や耐黄褐色の砂礁:土が混罷る理;･･で、吉代~．
苧ｕの瀧と番えられる。

地表．Ｆ100cmまで摺り,､.鰐たが、柵乱舗が緩く‘，

地表FlOO唖nの泉届直ドで肝層があらわれる。

地表下40にInでⅢＷを硫耐

也表下40cmでⅢ局を確認。卿厚30'-4〔)にmで、F而で弥生?､１期後莱の-弓壌もしくは磯穴式住居と考えられあ落ち込承がi1１
Ｉ

Ｐ
雪
一

地表.'6.80cmでⅢ周を確認‘ロ異吋Fは本来混じ弗な１，Ｗ屑の小塊がみられるの-号、辿儒の埋脱と判眺,弥生:喧器もミジ<Ｍ：
'iK諦滞と.9.えられる.::学片が出i:。

地表･ド1鋤Cmまで踊りｆ･げたが、催乱端が続く‘,‐－

地表下８０cmの二涌ll1f､Ｆ－ぞⅣl爵があおわれる。Ⅳ層からは純文91ｺ期前'!､と老えられる.ｆ器がＭｉ::。

地表ド9(〕,、ユ7〔)cmまで匝藩が銃〈。Ⅱ屑の下半部は１８次洲森Ａ区で出I:したTfT代～;;股の水旧届,写撤嘘するものと.考え
られる。

地表I､､ＭＯｑｎでⅢ牌溌確認できたが、、次堆積の可能靴が考えられる。予位のⅣ層からlま縄文皇器と苫えられる土器jｉ
が.･Ｉ上。

雌獲!、

地表下．

5()、で111層を確認できたが、．､次雄積の可能性が考えられる。

1錠mの１１噛直ﾄﾞでⅣ届があらわれる。Ⅳ届.二面'ぞ自然流蹄もしくは灘ｋ考えられる落ち込みを確認。

:。肘厚3世､で、Ｆ面で弥生;:I間後莱の:･帳と小穴が!:i1：

号、砂磯や小ｲ等が多く混憾る。

lIij』1毛れても､るものと考えられ､鳥

慨2..獅後素～後期の遺物が11ﾐﾆﾆ

1;,i;期後葉一･･後期の遺物が#'3.話。

999鯛

999

”９

999

９９９１５

00001

00002

００００５

O0CO6

１０

ユ

1２

２２砿

.立

了等

証会

試掘

確認

立

梢

式輔

5s８

０５

2２

１１，レンデ

２トレンツ

３:、レンチ。

４１，レンチ

弥生:iI周後薬へ後町Ｉｉｉ頃の竪穴式生活】

４トレンチ

地表F62cmで厚さ23cmの11T層を確訟。Ⅱ1計からば遺物ば#‘雑;_ていない。

雛

谷

余掘りａ

烏ﾚﾝﾁ

レン･ゾ

レンチ

ﾄレンチ

I,ンン･.

ｔの窪地と.H】1m

荊査：

訓補

詞査

詞強

地表Ｆ70“lでⅢ胴を確認。

地表下50“'ぞⅡ屑を確認。９５厘口寮･でⅡ層が●ずく。

地表1，

地表下

地斐I，

地表.1,.25cmでⅡ廟を測侭

地表i､､50ｃｍでⅡ屑を確認。９菰２m蚕で1:屑がつ-:：〈。

働乱部分。

長下９２，１まで捜乱さ

浸下ｍｆｍでⅢ塀を鵬

表下72〔1,前後で、層を確認。：郡iよ暗褐色砂質シルトであるが、1,.部は暗褐色の砂篠屈と鞭る。匝芯の:、次堆蔽か？

u哀1..30cm震手調査しズ緯が、工婦がつづ

【F地表下,80cmまでw1Ｍ

臆地表『､80K目､叢･で掘

に地表下80ｃｍまで側

願地表F80cInまで掘

3cmでＨ層を確認。ｌ明喧mまでエ厨がつづく

lclnでⅡ師を確認ｎＳＯ－Ｓ８ｃｍま画I瀞がつ

X1mで、解を確肩

町の水濫届を確謝

Lたｉ届がつづく。建物余蛎範哩内。

､向榊1厘１５ｍ

。９２ｍ'意で]T層がつづく。

K‘９０ｍ詣で１１洞がつぎく。

囚画面

;暮れでし､たが、I1WlJJi.｡おさまる。

|｣｡

‘占墳後期の緊穴式催届５，．･慨の陛群が出･-.。－－

厚12～１５cmで、軸性が尚<、砂喋・小詔.､が髄じる。

ぷき、区.1,.卜居Ⅳ届があらわれる。

調査室報Ｘ

洞在室報ＸＩＶ

談喪篭雑Ｘ

調査室報Ｘ

調査塞報Ｘ

調変篭報Ｘ

識在室報Ｘ

認査室報Ｘ

20次

調査室報Ｘ

識賓塞報Ｘ
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室
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必

Ｉ位置と環 境

、

１

今
云

一
ユ

27次

〈
云

一
ユ

〈
云

一
ユ

38.6

2.7

１３－

〈Ｘ’

査
号番

0()0０７

00]0３

00104

００１，s

調変
次数

23＄

調査

種別

江会

本籍

立豊

緊急

面 祇

<㎡

17.3

調 査 概 要

州蔵文化制･調食室病

レンチ

レンチ

レンチ

レンチ

レンヅ

レンチ.

卜しンチ

:､レンア．

レンツ

I､レン･ツ

|、レンツ

シチ

建物余棚 こあたり、熟,ＩｆＬ

建物余掘

建物余堀部う』

地表ﾄ゙ 70cmで厚き20cmの里嗣を

地表.ド70“で哩善60ｍの、層を確認。藍雁か』

地表.1,.2

地表.,､G5瞳Ⅲでl副菩”f''､の１１i;Ｗ

地表ﾄﾞ70cmで薄さ20cmの里ｊＷを確認叩里瞬下部で小火が出;:＆

地変ド95cm妻で撹if』がつづく[．

地表下（

表.:｡．

h表1･]O伽､で厚さ6cmの珊砺を確認。二iWF面で小穴が川;．

u表F95～100亡刺で古墳後期の.:鞭講僻認

友ｆ布へ鋤cmでIIT層があらわれる。皿河....面で薪を鮒認。亨位からも弥喋とTiT境の小穴力蛎り込玄れて．智喝二

表FlOO･-‘205

喪ド８２℃mで、

慶萌，

差.!､．

尉珊まで撹温がつづく唇

〔kｍで厚き１５，１のｎ厘を確認･

融鑑で呈噸がつ

連絡がな幹まま、地表F70gI2Iで掘削認Lていた・１１煙lAjIご収室ると判Ⅲ１

2cInで自然諭路:･面奇確認

2ｃｍで.'一無を確認伽

あたり、搬乱ズ

あ脱.り、撹乱７

ご再然

考碓

路を跡認

１．，届.Ｆ面で弥生.|剣後某の'二器濡や椛穴を伽認｡

肝認。罵層かろ過物はⅡ部し

認。璽陥力 ,弥生（

弥生･_･ロ

.鷺･が出Ｉ:。

;:.が出,.。

文献
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③
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00204

00205

00206

００２１１

00301

００３０２

〔X)303

00805

00306

00307

00403

OOuiOll

U鯛0二

O【)5(M２

00508

Ⅸ)51()

005]２

O05Z3

00514

26次

壷会

木硲

試掘

本惜

､典会

Hf会

.'Z会

:正

頑会

試掘

試堀

試棚

試棚

試掘

144

〔１５

１９

7U３

鋤

〕.］

１２

｡.４

2.6

8.7

3５

８５

x２４

９．８

4.3

１．５

既設の陥祷路_Ｌで･撹乱馨れた』jWがつづく画

:i,レンチ

地

地変F9I1cInで褐峡戯砂繊禰を確認

’１，レンツ

２１、レン･チ

丘蛍･の榊二、性格不調
::頓Ｚ，縄文:時代の．.：

６:､レンヲ

７i･レンヲ

トレンチ

畠:、レンヅ

既

２卜

弥鰹｢iK期後紫の竪穴式化居弓・醗冒、弥生後期前菜の灘１、弥生後期::'菜一÷Zr墳前期の竪穴式生｣凸：．：.､城２，守遡;以降の溝今等
誰‘i･:

地

地

i・レンチ

,、レンチ

レン･チ

トレンヲ

:、レンチ

1flij錠IxlでⅢ｣河をWiM認噸Ⅲ屑上

I、レンヲ

レン･提

i、レンジ

レンチ

虎.晩.60cmまでＺ鰯を確認

、レンチ

トレン･ﾁ.

レンチ

レンチ

茂下･SOEn1で｣１１暁確認．外垂かろ２ｍまで余噸}〕

､70cmでエ届を雛認叩

レン･ヲ

＞子’

１回概余掘り部分にあたる

チ

弥牛時代『:朗後薬～後朋初等の竪穴式催姶と．l棚堂職:建物と、ｆ二輯３歳どがill:．。ＳK､27〔
2枚雌んで叫鎧。また、而瀞91,から分鋼形.製品が111‘宅

弥生時代の鴫穴式佐濡上、』蛾３，識３をとがi§.里。竪穴式惟居から(J:龍を猫いA・・j:,どえ由

弥蝋時代の.ｘ鞭ｉなどが川･産

池喪FSO〔･師で11:層:串間、120～125噌ⅢでⅣ鼎.､ｍｉを確認。逝構・逝物億111.1.,-~く．V,ないＵ

弥:!k時代の竪大式住嬬］、１３鞍７、識、斑どが#､2..号

弥生時代の:･嘘二などが出_腿，

地表下冬0cｍ

地表.､厚32値ⅢでⅣ恥がエ卿の戒i,.(‘．.あらわれ患。ｉﾔ聴直.上･で9.:l“

地表F60-6bcInでⅢ1Ｗを航認

地表F70CIuで三脚を確認。

地表下80cmて
Ｆ

｛
一
家

也表1,.9

地表.i,ユ

地表!､.:０５師で峡黄褐色粘質.-吋があらわれる‘，その･･.畷;星、し荒}〕のなり､砂礁汎じりのにぶい黄褐色シル｝屑がみら

地表.F55EEI:零ⅢIWiを確認。

両,深i;~E5:央郁は燈乱で破壊。束''2部でImkj哩表F4ii～50cInでⅢ牌を確認｡.『捕のⅣ1謎雌..'.【iiiから繊吏'･器の釧脹-が川２－煙

地褒~i･9C(:mでⅢ鯉を隙

地表.,犀ユ０cmでⅢ屑を剛

古墳時代の柱穴己、凸代～.:世の聯ユが謀-'?

l也表~･･３５弓‘40cmでⅢ属を確認属l狸561コ

地表.1,2《>～１０，“煮号基蝿を確認:，

liIl表|､５()～８託I;1まで111Ｗを確認。

地表、‘１０～１００雌まで典照を跡ヨ

地表|･､55.‐150cmまで寛唾を擢詔馬

範囲向冒鼎で余娼確認できずⅧ

ｌｌｋ表1,.65cmでⅢ履碓認、隔厚35cmＧ舛壌から3.5ｍまで余捌}]：

也表ド75cmでlIi層確認、屑厚40cInQ外壁から3.5ｍよで余掘I)。

地表Ｆ･S5(瓢でl[禰砿認雪

地表:､6弐I【Iで皿fｲ雛認‘ロ舛潮砿かF;二.2蛭まで余掘ｉ

地淡1,4錠1ｺでⅢ照姉

地表l･鵠噸Iで褐灰色～灰褐色シルト届虫i:。外壁から２ｍまでは余拠り。

k衣i･､40cmまで湖だしたが、雰隔がつづく。

哩衣F40皿Ｉまで洲在したが、昌卿がつぞ〆〈。

u衣ｒ７(〕cmまで凋稚したが、慨乱鋪分が綾く。

&表1.3恥mで二11層を確認曜厚30s､色

2表Ｆ４艇Inで_!I岬を確認。l爵厚20ｍ1．弥蝋１．.器釧製.壷

衣Ｉ.７０母ｍまでで応

|ｆ地表F80cm言でＩ届、祷半も地表.1,1帥'二E1まで基ｉＷを確認。

穴mでⅢ層を確認二m耐jt砂礁が多く沸じる＆

Ｌ５ｍｌ･寺し叢りのなむ､砂雛混‘らりの;Fぶい黄濁色シル!､届があらわれる。

FIr解を確冨

:補３、中iii二

Ｉｒｌ，性格牙

?Ⅲ1Ｗを確認‘

?Ⅳ牌を確認．Ⅳ牌.i面で騒穴式｢．i§191髄考えもれる蒋怠込みが1Iｌｉ

を確認鴎

ば砂藤が多く加:座り、ｒ部の砂賀シル1,へ漸壌的;言変化。

l5cInまでつづく

で破謹

。聯厚25ｃ

，掘璽謹建リリ

源逝講２な！

|副厚'８，．１，．面から弥牛;11期後築のr'号器が巽一息。

鯉．ｊＷ厚22～40En1・弥生中鵬後築･恒‘後期の絵画:器を含む遺物がF1i．

、１
ﾛ▲

．砂喋が多く提:：

鴬４，城２，鮒､虻時代:.;期後莱一鐸後期の蟻穴式徴:暗６，調立柱建物ユ、群二

紺'z鵠とくにＳＣ９からは分叙形.詔製肋５，．餅形土製品二が111.:。

)遺物がf,堂･iZこ

Ｄ床面からは炭‘唖-た板判力

ろ北愚絵画.件器が1Ｗ』
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調儒崇報Ｘ画

洲査塞報Ｘ１

調査室報Ｘ，

識査室報ＸⅦ

調郡篭報ＸⅦ

調評室報ＸⅥ

詞査室糊ＸＶＩｉ

調迩室報ＸⅦ
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調交峯報ＸⅦ
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Ｘ二

地

共に榊設悩に畔う余掘ｉ
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号
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00610

００６１１

00612

00613

00703

007(〕4

00705

００７０６

0０

00708

00710

OO7LI

〔X万1２

調査

次数

仰祇

31砂

32次

33吹

４旗

調査

種別

虹会

‘立会

本格

､弦会

試掘

試 掘

試掘

漁１

試掘

試掘

《
軍

｛
里

本格

挙格

本格

面積

(㎡）

24.2

1２

17.7

9２

１．５

ﾕ1８

１８

27.8

13.2

2３

161-5

533.3

調査概要

地表ﾄー 7(虻mでⅢ届煮確認、層厚'よ'５．へ'20邸。外蹄から095ｍまでは余棚。

地表.1,l50EInまでエ嫡を確認。外壁

］トレンチ

２トレンチ.

３トレンヅ.

４１、ﾚﾝｯ

５:､し

１トレンチ。

２:、レンチ

３トレンチ

４．、レン

５;、レンチ。

:ーＺ
■

９トレンヅ

１０トレン子

０:、レンチ．

皿､レンチ

ｌ_，レンデ．

１１、レン･チ

iji､レンチ

nN，。、一
､'０レ〆丁

Ｐ守画■Ｌ”

』．､し〆ブ

８１、ﾚﾝ･ヲ

９トレンデ。

レンチ

トレンチ

ドレンデ

レンヲ．

ト レ ン テ

I、ﾚﾝｦ

レンチ.

レン･チ

レンチ

!､レンラ

レン､チ

Ｌレンチ.

レン･チ

トレンチ

トレンチ

|、レンチ

i､レンチ

レンザ

レンイ．

トレンゾ

レンチ

レンチ

トレンヲ

と～』;『代の鰯４，弥生時代の：自城尋・溝３，縄文晩期末の-:2城３、そ･して縄文後期の二'監峨２.野外が１が出'二。
レンヴ

レンィ

レン￥

レンチ．

ン子

ン子

地表ド40cmで、届確

地表!直､4０

地表ｉｆ4０

地表.1,.40

地表I､､4５

地表-F3５

地表'､３５

地巽Ｆ３５

地表下35【

地表.鯛5１

地表Ｆ､３

地表Ｆ3（

地表1,.1

地表.Ｆ120“】でⅣ脳奄飾

地表1,.105cmでⅣ届を確

地表下100“まで上岬を硫認

堪表下95cmで､l届出:.宅。

地表F93EmでⅢ牌出：

地表下170ｃｍ宝でエ掃を碓瀧K，外珪からﾕ.5ｍ堂では余捌｡

地表『､170(ｍまで上1Ｗを蔀認。外壁からL5ｍまでは余掲。

魁表F90cmでⅡ厨を確認。外磯から20ｍまで低余掘

地表下弱哩、でIlwを硫認。外壁からOL75ｍまでM:余掘《

地表.FlOIiEInでⅢ厨をF１

地表Fl50Emまで二滴を剛

建物あるいは共Ｉｌｌｊ群iごより地表Ｆ１ｆ

地表ド4(蜘以F1ぎぎ

地表l､85.,でⅡ罰、］

地衣ド75cmで、冠、】

地表下.80cmでⅡｊＷ，

地表ド90厘mでⅢ厨

也表下7恥mでⅢ嗣を碓託

地表ド７

地表.1,.

地表:．.：

地表:．.］

地表!､~91)cmでⅡ-2騨言

1世表F90cIIlでⅡ名尉

地斐1,.80“で語-2層

地表.F100mでi今然淀Ｅ

1世哀1,85cmで宣一2局

地表為.50u､で自然流蹄、６０cmで弥生後期前蕊の軽穴式催隔掲,:。

地表],67cmで弥生後期前粟の羅穴式住届出-:二･

地表下70噸でⅢ牌が;雌池、層厚は55cm･以!､､で弥生-1鮒後紫の逝講j1L上。

地表下･l20EII1まで二脚を雛認。

r】|世以削の水:青:層・溝’：:然流路、弥生時代の直然流蹄挫i二二

地F櫛造物解体I,:伴う撹乱で堆俄確認。地表FlOO唖I:-号二-2岬、二35cmで門然流路が蝿-A。－
地卜

I;.iiｔ

':ｴ世

Fi;'1ｔ

中'1t以前の水I.L廟・溝・自然流諮が叩上。

;愉 世 以 前 の 水 に 畷 ・自然流路、弥生時代から:1,.墳時代の騒穴式雌居i､１１。’

．:r職時代初頭の自然流諮が#:１１。

表.1,.35（

i表!､35（

息表Ｆ３ｆ

E表1..40cmでⅢ屍確認《，聯』・小穴２検出二

!』表耐・45cmでⅢ届確認。小穴３投出、

I表F42cmでl:I届確認上

謎､.40唾1でⅣIｉ

黄F42EmでⅢ『

塁F70cmでⅡ‐２届

農F85cmで】１．２屈、

表下80〔.nのⅣ晒１．面･でTi7埴後期の･二塘６．竪穴７.小穴１７砧‘詔。Ⅳ-3b屑.1..面で範文後期の．･鯛４．小穴９舟.1二飢継
後端の包含層1-112。

代後，膿～中世の小穴５.穐文後斯のＦ１然流路］出,説。

閏表ド”E､でIil層が出ｆ非、隔厚は30Ｃｌ､‘

u表F92EinでⅢ廟が11恥し、層厚抵８cｍ

L前の水:::1Ｗ・溝・盾､然流

以前の水:-.1Ｗ・自然流路がlli上。

《前の水:ｒｉＷ.Ｅ:然流

以前の水;.;層・自然難路が川；･_｡

;造物解体I:~.伴う搬乱で-卿!i確認。地表下8(〕ＥｌＩｌで11-2雨、ｌｌＯ４Ｉｍで自然流路が出:z曇

icInでⅢ層を確斎

|口､で臼２

'０ｍでⅡ

|伽､でⅡ２屑、

亜壷で

恥皇で

亜讃で

)cmでⅣ届を、

'祷且胴確認。

、でⅢ屈硫認ロ

､でⅢ厨確認詞

1まで

1壷で

,蛍で

zまで

1まで

1まで

画確認。

Ｗを剛

屑を確認。

暦を確認。

唖を

噛誰

瀞を

屑を確認。

唖諸締認Ｅ

屑を碓謂

Ｗを師認。

雛認。Ｉ嘱穴式休届跡Ｘ・小穴２検蜜

鞭認。

雛

に管路埋設を

う､ら2.4ｍまでは余掘。

lCcmで114世以前の画然流路を崎認。余掘は外壁から0.65ｍ以下電

を術認。１V届'{･にＩ.壌化:軍た届を確認し、蝿文上器出土。余掘は外壁から0.75ｍ以ド‘，

35c』１１で:『｡世以前の自然流路を確認。外壁から1.5鯉までほ余掘。‐

魂

20cmでⅢ届、l3aInでⅣ腰を砿認。Ⅳ増かろは細文：器昌一:。

30ＥｍでⅣ届を確認。

匝跨

、閣凹

師｣畠

c､で:11廟を確認。Ⅲ端厚は

髄、で.‐牡以削の自然流路を耐

)l:、で..]iit以前の肖然流路を間

３．余掘りは外壁から07ｍ以・l、

３ｍでＪＴ:匙以前の同然流路を確認。余撫は外確から〔)L655I:以ドョ

睡厚は

i‐外壁

fが出典。

は15心Ⅲ鳥東側外鴫からﾕ９１:６，演測外壁から2.7ｍまで(･』:余掘．

ば20厚､旬外壁から104ｍまでiよ余据。

は20割n．外壁から1.9ｍまで唯余掘。

#が11Ｍ.畷。ＭＷ巾ｉｆ.：･製化した堆儲確認。

k、｡

ら2,6ｍ煮でば余堀。

“まで１届を確認。

僅認。

;の自然流路を確認。外鴫から２１蝉まで『ま余掘。－

』８，２までは余掘。

､2ｍまで(よ余掘一一・
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図１０城北団地の旧地形復元図（縮尺1/4,000）
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図１１文京遺跡22次調査両壁および文京遺跡25次調査西壁十層図（縮尺1／５００．１／50）
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を中心に、全国的にも有数の弥生時代中期後葉～後期

中葉の集落が展開する。３．７次調査区では、大型掘

立柱建物や方形周溝遺構、さらには大型竪穴式住居が

みられ、絵画土器や分銅形土製品も集中するなど、一

帯が弥生集落の中枢域を形成していたことが窺える。

地形的にも上述した東西に延びる微高地上の東側高位

に位置する。その微高地の西側延長部分、１２．１４．１６

次調査区では、大小の竪穴式住居や貯蔵穴、土壌、柱

穴が累重し、密集居住域を形成する。一方、微高地を

外れた南北では、やや異なる遺構の展開がみられる。

まず、北側流路の岸辺付近の１８次調査区では、倉庫と

みられる掘立柱建物がみられ、集落縁辺部を倉庫域と

して利用していたとみられる。同様の倉庫群は、南

側の２次調査区でも認められる。微高地の南側ではこ

の他に、２０次調査区で石器製作を行った小型竪穴式住

居があり、１２次．１３次調査区や23次調査９１､レンチで

は土器焼成関連資料が出土し、さらに10次調査区では

鉄器・ガラス小玉が集中するなど、多様な生産活動が

窺える。このように、大型掘立柱建物を中心に、大規

模密集型集落が機能的に展開していた様子が復元でき

る。

大規模密集型の弥生集落以外の時代についても、多

様な遺跡が展開する。最古の人の活動痕跡は、理学部

構内24次調査区のⅣ層最下部で出土した縄文前期末の

土器である。その後、縄文後期には、１１次調査区や２７

次調査区、21.24次調査区、３０次調査区、３１次調査区、

32次調査区の各所で土器の出土や焼土・炭化物の集中

が確認されている。

縄文時代晩期になると、理学部構内で多数の遺物が

出土する。そして、弥生時代前期には大溝を掘削し竪

穴式住居が散在する初期農耕集落の様相が、同じ理学

部構内の２１．２４次調査区から東中学校構内の４次調査

区で明らかとなっている。

弥生前期以降、中期後葉から後期前葉に大規模集落

が営まれる間は、明確な遺構を確認できず、遺物もほ

とんど出土してない。替わってこの時期には、北側祝

谷の丘陵域に遺跡が形成され、文京遺跡が大規模化す

る中期後葉には、縮小傾向がある。

文京遺跡においては、大規模集落が縮小した後期後

葉後以後、弥生時代終末から古墳時代初頭の遺構・遣

物が散発的に出土するが、様相は不明な部分が多い。

ただし、包含層出土であるが、理学部構内の24次調査

区では、斜縁獣帯鏡の破鏡が１点出土している。

古墳時代も前期はやはり遺構が少ない。ところが、

後期になると、５．１２．１３．１４．１６．２０次調査区で、

集落の広がりが認められる。とりわけ'4次調査区を中

心に、カマドをもった方形の４本柱竪穴式住居が密集

し、フイゴ羽口や鉄津の出土がみられ、鉄器生産の存

在も予測される。

明確な古代の遺構は不明ながら、１６次調査区では、

長方形の掘方をもち、南北１１ｍ・東西４～4.5ｍの６

間×３間の掘立柱建物が出土している。また、古代

の遺物は25次調査の自然流路内堆積から出土し、近在

での遺跡の存在が予想される。古代末から中世になる

と、その自然流路の埋没とともに、１８．２５次調査区の

低地部で水田層が確認できるようになる。また、１３．

２０．２７次調査区では、基幹水路とみられる東西に走る

直線的な溝が150ｍ以上確認され、一部は近世にも及

ぶ。

近世には、一部墓地としての利用が20次調査区で認

められたが､基本的には農地であったらしい。そして、

近代に陸軍第22連隊が松山城堀之内に設置されるに及

び、練兵場として利用される。その痕跡は、縦横に走

る塑壕や弾丸・薬茨の出土にみることができる。

以上のような展開を見せる文京遺跡も、多くの部分

は大学建物建設等に伴い、既に失われてしまってい

る。これに対し、遺跡範囲確認調査により判明した、

弥生時代中期後葉～後期中葉の集落主要部分が残る、

１４．１６次調査区と１８．２５次調査区の間約5,525㎡と、大

型掘立柱建物周辺の法文学部西側駐車場部分約1,270

㎡について、グリーンゾーンとして積極的に活用を

図っていくことが表明されている（図ｌ）｡

３文京遺跡の基本層序

城北団地内の基本層序については、上位からＩ～Ｖ

層を設定している。その上で、各調査では大区分を基

本層序に準拠し、それを構成する細かな土層ごとに枝

番号を付けている。基本層序の内容は、以下の通りで

ある。

－１６－



Ｉ層：表土層にあたる瓦喋を含む造成土部分。

Ⅱ層：城北団地造成以前の灰色系の古代・中世～近

代の水田層。さらにⅡ層は２分する。

Ⅱ‐ｌ層；Ⅱ層のうち、近世から近代の水田層

Ⅱ‐２層；Ⅱ層のうち、古代から中世の水田層

Ⅲ層：弥生時代～古墳時代の遺構・遺物を包含する

Ｉ位置と環境

黒色～暗褐色系の土居。

Ⅳ層：黄褐色系のシルトー砂質土層で、下部には裸

が混じる。縄文時代の遺構・遺物が確認され

ている。

Ｖ層：Ⅳ層下の花淘岩を主体とする砂喋ないし喋層。

４文京遺跡の区割

愛媛大学構内の大半に及ぶ文京遺跡の調査にあたっ

ては、その位置関係を、日本測地系（TokyoDatum）

平面直角座標系第Ⅳ系にしたがって、測量・記録し、

独自の区割を設定している｡1998年に設定した区割は、

日本測地系(TokyoDatum)平面直角座標系第Ⅳ系の、

（X=93900,Ｙ=-66800）を基点として、東から西へ

向かって５ｍおきに、ＡＡ・ＡＢ・ＡＣ……ＡＹ・ＡＺ・

ＢＡ・ＢＢ……ＥＮ・ＥＯ・ＥＰ、南から北へ向かって５ｍ

おきに、１．２．３．４．５．６……１５．１１６．１１７．１１８．

１１９．１２０とし、両者を組み合わせた５ｍ方眼の調査区

画によるものである。さらに必要に応じて、この区画

内を１ｍ方眼に分け、南東隅から西にｌ～５，そして

北側列を６～１０と、北西隅に到る25区画に細分する。

したがって、この１ｍ方眼を示す場合は、「DC27-l4」

のように呼称することとなる。

なお、城北団地内には、これらの区割および測量の

基準として、以下の３級基準点を設置・利用している

（図12)。

Ｎｏ．ｌ：Ｘ＝94189.370,Ｙ＝-67208921,Ｈ＝28.274

Ｎｏ．２：Ｘ＝94178.099,Ｙ＝-67052.098,Ｈ＝29.342

Ｎｏ．３：Ｘ＝93971.166,Ｙ＝-67057.373,Ｈ＝29.209

Ｎｏ．５：Ｘ＝93976.415,Ｙ＝-67214.492,Ｈ＝２８７４０

[既刊文京遺跡報告書］

松山市文化財調査報告書１１：森光晴・大山正風・西田栄１９７６『文京遺跡」

松山市文化財調査報告書２８：栗田茂敏編１９９２『文京遺跡一第２．３．５次調査一」

松山市文化財調査報告書３０：栗田茂敏1992「文京遺跡４次調査」（梅木謙一・宮内慎一編）『道後城北遺跡群」

愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅱ：宮本一夫編1990「文京遺跡第８．９．１１次調査』

愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅲ：宮本一夫編1991『文京遺跡第10次調査」

愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ｖ：田崎博之編１９９７「愛媛大学構内遺跡調査集報１－１９８７～1994年度における立会・

試掘確認調査成果の報告一』

愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅶ：吉田広編2001『愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-1995.1996年度一」

愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅷ：田Ⅲ奇博之編2002『愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-1997.1998年度一』

愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ｘ：田Ill奇博之編2003『愛媛大学埋蔵文化財調査室年報－１９９９．２０００年度一』

愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸＩ：吉田広編2004『愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-2001.2002年度一』

愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸⅡ：田崎博之編2004『文京遺跡Ⅲ一文京遺跡１３次調査報告一』

愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸⅢ：田崎博之編2005『愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-2003年度一』

愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸⅣ：吉田広編2005『文京遺跡Ⅳ一文京遺跡20次調査・文京遺跡23次調査一」

愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸＶ：吉田広編2006『愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-2004年度一」

愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸⅥ：田'11奇博之編2007『文京遺跡Ｖ一文京遺跡１８次調査報告一」

愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸⅦ：田崎博之編2007『愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-2005年度一」

愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸⅧ：田'11奇博之編2008「愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-2006年度一』

愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸⅨ：田崎博之編2009「愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-2007年度一』

愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸＸ：吉田広編2009『文京遺跡Ⅵ一文京遺跡25次調査一」（本書）
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Ⅱ 調査の記録

１ 調査の概要

(1)土層の堆積状況

（図１３～１５、巻頭図版３－２．３、図版11-2）

南に隣接する１８次調査地点Ａ区が、東西に延びる微

高地から谷状の窪地への転換点にあたるのに対し、２５

次調査地点は、谷状の窪地内に位置する。そのため、

各層とも傾斜は大きくなく、比較的水平に近い堆積を

なしている。

表土層であるＩ層は、旧グラウンド真砂土層・砕石

層の下に、城北団地造成土や配管埋土、戦前の演習用

聖壕埋土等があり、現地表下120cm前後にまで及ぶ（図

版１)。

その下は、城北団地造成前の耕作土層であるⅡ層

が、調査区内全面に広がる。Ⅱ層は、１８次調査区の北

壁にあたる情報処理センター建物北側余掘南壁と、

表土掘削後の調査区西壁際及び北壁際断ち割りにおい

て、１８次調査同様、本調査区においても砂喋層を挟ん

で上下に大別できた。上部のⅡ‐ｌ層は、数枚の連続

した耕作土層であるが、出土遺物から近世から城北団

地造成直前までの水田関連土層である。調査時には、

Ⅱ‐ｌ層をⅡ層と呼称して遺物を取り上げている。一

方、砂喋層を含んだ下部のⅡ‐２層は、上部のⅡ‐１

層に比べて色調がやや暗く、土質のしまりも良い。１８

次から連続する３枚の水田層が認められ、出土遺物か

らも中世に遡る。それぞれ、上層水田、中層水田、下

層水田である。

調査段階では、上中下それぞれの水田層に関わる土

層を、ａ層．ｂ層．ｃ層とし、さらに覆土層を１層、

畦畔盛上土層を２層、耕作土居を３層、畦畔下部層を

４層として、ａｌ層あるいはｃ３層等として遺物取り上

げの層名として用いた。ただし、３層と４層はほとん

ど区別することなく、３．４層等として、水田面単位

でなく、区割単位で取り上げを行っている。また、耕

Ｘ＝９４１２５Ｘ＝９４１２０Ｘ＝９４１１５Ｘ＝９４１１０Ｘ＝９４１０５Ｘ＝９４１００

１４５１４４１４３１４２１４１１Ｘ=9４１４５Ｘ=94140X=94135X=９４１３０

５ ．｜‘，｜‘‘｜‘ア｜“，a｡｡”

２５．００ｍ

1９－

２７．００ｍ

Ⅱ－１調査の概要

２

麺i国Ⅱ-2-④.⑤ 函SR-301②蝿SR-301④［．Ⅳ層蕊３Ｖ層

画正２．⑥．SR-301①蝿ＳＲ､301③煙5次鯛壷蕊壁と18次頚…は蕊雪に約6mず秘25次調議講壁での比高……,…〈離職している。

図１３東壁土層模式図（縮尺1/３００．１/50）
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作土層部分と床土部分の明確な区分は行えてなく、一

括して耕作土として報告する。

本報告で用いる水田関連土層の名称と、調査時及び

遺物注記の層名の対応は以下の通りである。

Ⅱ‐２－①層＝上層水田覆土層

←調査時ａl層

Ⅱ‐２－②層＝上層水田層

←調査時畦畔部ａ２層、耕作土a３．４層

Ⅱ‐２－③層＝中層水田覆土層

←調査時ｂl層

Ⅱ‐２－④層＝中層水田層

←調査時畦畔部ｂ２層、耕作土ｂ３．４層

Ⅱ‐２－⑤層＝下層水田覆土層

←調査時Ｃｌ層

Ⅱ‐２－⑥層＝下層水田層

←調査時畦畔部c2層、耕作土c３．４層

また、水田面上の覆土層である、Ⅱ‐２－①層．Ⅱ‐

２－③層．Ⅱ‐２－⑤層は、まず水田畦畔検出までは城

北団地区割単位で取り上げたが、検出後は水田面単位

での取り上げに変えた。そのため、前者を水田覆土の

上部、後者を下部として報告する。

調査進行段階では、それぞれ土層の違いを確認しな

がら、掘り下げを順次進めたが、土層実測の際に、各

水田面の記録に留まったため、上部水田耕作土・床土

と下部水田覆土の層界を漏らしてしまっている。Ⅱ‐

２－①層は記録しているものの、Ⅱ‐２－②層とⅡ‐２‐

③層、Ⅱ－２－④層とⅡ‐２－⑤層、そしてⅡ‐２－⑥層

と後述する自然流路埋土最上部層であるSR-301-①層

が、土層図において一括されている。

各土層の特徴は以下の通り。

Ⅱ‐２－①層は、にぶい黄色から黄褐色の砂質土で、

Ⅱ‐ｌ層に比べて、径１～２mm前後の砂粒・砂喋を、

特に層下部に多く含む。また調査区南半部を中心に、

層下部は鉄分の沈着により明黄褐色を呈する部分があ

る。ただし、平面的広がりを十分には把握できていな

かった可能性が高い。

Ⅱ‐２－②層は、黄褐色砂質シルトで、径１ｍｍ前後

の砂粒を多く含む。ただし、その量はⅡ‐２－①層に

及ばず、粘性がややある。

Ⅱ‐２－③層も、土層図ではⅡ‐２－②層と一括した

黄褐色砂質シルトであるが、その下部の砂粒叫砂喋を

多く含む部分にあたる。

Ⅱ－２_④層は、黄褐色砂質シルト。径１ｍｍ前後の

砂粒を多く含む。下部は鉄分の沈着により、明黄褐色

を呈する。なお、調査区東部では、Ⅱ‐２－④層中に

さらに水田面とみられる層界が一部認められ、調査区

西部では、Ⅱ‐２－④層とⅡ‐２－⑤層の間で一部遺構

が出土している。

Ⅱ‐２－⑤層は、土層図でⅡ‐２－④層と一括した黄

褐色砂質シルト。そのうち下部の、径１mm前後の砂粒

を多く含む部分で、鉄分の沈着により、明黄褐色を呈

する。

Ⅱ‐２－⑥層は、にぶい黄色から黄褐色シルトで、

上部のⅡ‐２－④．⑤層に比べて、砂粒・砂喋の割合

は少なく、径１～２０mm前後の円喋を少量含む。なお、

東部では、１ｍｍ前後の砂粒層を斑状に含み、径５～

20mm前後の砂篠を多く含む、より砂質の強い層とな

り、北東部ではⅡ‐２－⑥層自体が存在しない範囲が

ある。後述するSR-301-①層と土層図では一括してい

るが、調査段階では、撹祥を受けた上部10cm前後をⅡ

-2-⑥層としている。

以上の水田関連土層の下は、自然流路SR-301の堆

積となる（図版９－１)。まず、最上部は下層水田層

の基盤層ともなるシルト質土が堆積する。調査段階

では、Ⅱ－２－⑥層に比べて、撹祥をほとんど受けて

いないと判断した土層である。ほぼ調杏反全面に広が

り、10～40cmの厚さがある。調査時点ではｄ層として、

遺物の取り上げを行い、報告ではSR-301-①層と大別

する層である。その下は、流水による砂・砂篠・塊石

層となり、調査時点ではｅ層として大別した。そのう

ち最上部の、塊石を含まず粒度の細かい砂・砂篠層を

el層、砂・砂喋に人頭大前後の塊石を多く含む砂喋層

をｅ２層、人頭大前後の塊石間に、再堆積した城北団

地基本層序のⅢ．Ⅳ層のブロックを混在するｅ３層と

した。それぞれ､本報告のSR-301-②層､SR-301-③層、

SR-301-④層にあたる。SR-301-②層と③層は、厚さが

地点により異なりながらも、調査区ほぼ全域で認めら

れたのに対し、SR-301-④層は調査区南西隅部と他わ

ずかに認められたのみである。

水田関連土層同様、本報告で用いるSR301埋土の

名称と、調査時及び遺物注記の層名の対一応は以下の通

りである。

SR-301-①層＝シルト質土層←調査時ｄ層

SR-301-②層＝砂・砂喋層←調査時el層

SR-301-③層＝砂牒・塊石層←調査時e2層

SR-301-④層＝ⅢⅣ層再堆積含←調査時e3層

－２０－
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図１６文京遺跡25次調査、１８次調査のⅡ‐２－②層（上層水田）出土遺構配置図（縮尺1/300）

[上層水田］

Ⅱ‐２－②層上面では、畦畔で区画された水田面を

調査区全域で確認した（図16、図版２．３)。ただし、

詳細は後述するが、本来の上層水田面に達していない

範囲が狭くない。確認した遺構は、

水田：３６面（SSOOl～００４．００６．００７．００９～0１５．

０１７．０２４～０２８．０３１．０４５～0４８．

032～０４０．０４９．０４３．０４２）

０

-Ｘ＝９４１

4８

－Ｘ＝９４１

－２５－

(2)遺構と遺物

２５次調査ではほぼ全域で、Ⅱ‐２層中のⅡ‐２－②層

上面、Ⅱ‐２－④層上面、Ⅱ‐２－⑥層上面で、それぞ

れ水田面が出土した。そして、Ⅱ‐２層下では、自然

流路が出土した。いずれも、南側１８次調査から連続す

る遺構群である。また、各水田層および水田覆土層か

ら遺物が出土するとともに、とりわけ自然流路からは

多くの遺物が出土した。

4６

０１

－Ｘ＝９４１

畦lＨ
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溝：４条（SD－００５．０２３．０４４．０４１）

に及ぶ。

Ⅱ‐２－②層を覆うⅡ‐２－①層からは一部14世紀後

半に降る遺物があるが、基本的に１３世紀前半までの遺

物が出土している。Ⅱ‐２－②層も、やはり１４世紀前

半の遺物が少し伴うものの、他は13世紀前半までの遺

物にほぼ収まる。
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図１７文京遺跡25次調査・１８次調査のⅡ‐２－④層（中層水田）出土遺構配置図（縮尺1/300）

[中層水田］

Ⅱ‐２－④層上面では、畦畔で区画された水田面を

調査区全域で確認した（図１７、巻頭図版ｌ、図版４，

５－１．２)。出土した遺構は、

水田：３６面（SS-101～129,133～139）

のみで、溝は調査区内で出土していない。

Ⅱ‐２－④層を覆うⅡ‐２－③層からは12世紀末葉か

ら１３世紀前葉の遺物が出土し、Ⅱ‐２－④層からも１２
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一Ｘ＝9４１ 4０

4８
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一Ｘ=9４１ 3０
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撹乱

画目
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図１８文京遺跡25次調査。１８次調査のⅡ‐２－⑥層上面出土遺構配置図（縮尺1/300）

･０

雷

世紀末葉から13世紀前葉頃の遺物が出土している。

[中一下層水田間］

Ⅱ‐２－⑥層上面において、Ⅱ‐２‐④層より下位

の、Ⅱ‐２－⑤層内で掘り込まれた遺構を検出した（図

１８、図版５－３）。出土遺構は、

溝：１条（SD-l50）

のみであるが、１８次調査SD-208・SD-209と同一層位

にあってほぼ平行し、中層水田耕作により削平された
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Ⅱ－１調査の概要

4１４５

4１４０

4１２５

－２７－

4１３０

水田に伴った遺構とみられる。

ただし、出土遺物はほとんどない。

[下層水田］

Ⅱ‐２－⑥層上面では、畦畔で区画された水田面を

調査区北東部を除いて確認した（図１９、巻頭図版２，

図版６～８)。出土遺構は、

水田：３０面（SS-201～２０６．２０８．２１２～234）

溝：１条（SD-211）
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図１９文京遺跡25次調査・１８次調査のⅡ‐２－⑥層（下層水田）出土遺構配置図（縮尺1/300）

である。なお、当初水田面としながら、最終的に水田

外と判断した範囲として、ＳX-207.209.210がある。

Ⅱ‐２－⑥層を覆うⅡ‐２－⑤層では、１３世紀前半ま

での遺物が出土するが、他ほとんどは12世紀前半頃ま

でに収まる。また、Ⅱ‐２－⑥層の出土遺物は、一部

１２世紀後半頃の遺物がみられるが、他は基本的に１１世

紀後半までに収まる。

[自然流路］

Ⅱ‐２層の下では、SR-301が埋没していた（図20、

巻頭図版３，図版９～１１)。西流する幅40ｍ以上に達

する流路である。

出土遺物には、縄文時代から古代に及び、とくに弥

生時代と古代の遺物が多い。最上部のシルト質土層か

らは、１１世紀中頃から後半までの遺物が出土し、以下

－２８－
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３

Ⅱ－１調査の概要

－２９－

の砂・砂牒層は９世紀後半、最下部の砂喋・塊石層か

らは８世紀後半から９世紀前半頃までの遺物が出土し

ている。なお、これらの中には、赤彩土師器や奈良二

彩、須恵器硯など古代の特徴的な遺物がある。

図２０文京遺跡25次調査・１８次調査の自然流路と微高地上出土遺構配置図（縮尺1/300）
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を含み、下部（②層）は含まない。また、下部の一部

には径0.1～１ｍｍの砂粒を主体とした褐灰色砂質土が

堆積する。出土遺物から近世以降の堆積である。

この溝状の落ち込みも含めて、Ⅱ‐ｌ層には、Ⅱ‐

２層以下に包含される縄文時代から中世の土器、陶磁

器の他に、近世以降の陶磁器や瓦を含む。このうち、

１４世紀前後の羽釜や備前焼がまとまってみられ、これ

らはⅡ‐２－①層中からも定量出土し、Ⅱ‐２－②層に

もわずかながら認められる。詳細は後述するが、Ⅱ‐

２－②層の遺構検出において十分掘り下げきっていな

い範囲が実は少なくなく、Ⅱ‐２－①層から②層とし

て取り上げた遺物に、本来Ⅱ‐１層出土とすべき遺物

が紛れ込んだ可能性がある。したがって、Ⅱ‐ｌ層出

土遺物から、１４世紀前後の遺物を中心に、ほか特徴的

な遺物を提示する（図22、図版１３－１．２，表２)。

調査では、表土であるＩ層とⅡ‐１層（調査時には

Ⅱ層として遺物取り上げ）までを重機掘削により取り

除いたが､一部残った表土層とⅡ‐１層を手作業によっ

て掘り下げを行った。Ⅱ‐ｌ層は概ね上下２層に大別

される。上部のⅡ‐１－①層は、にぶい黄色から浅黄

色の砂質土で、砂喋の混じりは少ない。下部のⅡ‐ｌ‐

②層は、にぶい黄色から黄褐色の砂質土あるいは砂質

シルトで､径２mm以下の砂粒･砂牒を多く含む。また、

一部では鉄分の沈着により、明黄褐色を呈する。

Ⅱ‐１層除去後のⅡ‐２層上面が図21である。練兵

場時代の演習用塑壕と見られる溝状の撹乱が縦横に走

るとともに､土壌状の落ち込みや小穴が並んでいる(図

版ｌ)。そのうち、調査区北西部のＤＷ～DY49区で、

明らかに埋土が異なる溝状の落ち込みが認められた。

上部（①層）のにぶい黄燈色粘質土は１mm前後の砂粒
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図２１Ⅱ‐２－①層上面出土遣構配置図（縮尺1/300,1/20）
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１～１０は土師質土器羽釜。いずれも調査区西半での

出土である。ｌ～５は口縁部で、ｌ～３は口縁端部か

ら少し下がった位置に突帯を貼り付ける。対して、４．

５は口縁端部に接して、断面三角形の突帯を貼り付け

る。６～10は脚部で､６～８は体部との接合部である。

９は表面を丁寧にナデ仕上げする。１１は備前焼播鉢の

口縁部。

１２．１３は土製品。１２は、フイゴ羽口の一部と考えら

れる。破片の半分は激しい被熱により黒変している。

１３は土玉。径２cm前後でやや肩球形で、孔はない。

１４はサヌカイト製の石雛。先端部は使用時に破損し

た可能性が高い（図版１３－２)。

１５．１６は鉄製品。１５は釘と考えられる。頭部は片側

から巻き込まれて成形されている。１６は15と同じく頭

部は片側から巻き込まれた作りになっているが、先端

が幅狭で丸く、釘とは考えがたい。１７は鉄津。

『

－３１－

図２２Ⅱ‐１層出土遺物（縮尺1/３．１/２．２/3）
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1６

1６

１

Ｉ

１

１

1６

表２Ⅱ‐１層出土遺物観察表

※出土位置の層位は取り上げ及び注記時の記載をそのまま示し、遺構・地区については報告に際して変更した内容を付記した。表３～１４も同。

３Ⅱ－２‐①層（上層水田覆土）と出土遺物

調査時にａｌ層としたⅡ‐２－①層は、上層水田の覆

土層にあたる。Ⅱ‐１層を取り除いた後、調査区全域

に広がった。にぶい黄色から黄褐色の砂質土で、Ⅱ‐

１層に比べて、径１～２mm前後の砂粒．砂喋を、特に

層下部に多く含む。また、調査区南半部を中心に、

層下部は鉄分の沈着により明黄褐色を呈する部分があ

る。ただしⅡ‐２－①層は、平面的広がりを十分には

把握できず､Ⅱ‐ｌ層を掘り残していた可能性が高い。

出土遺物には、中世の土師器、土師質土器、瓦器、

陶磁器の他、それ以前の土師器、須恵器、瓦、弥生土

器や、石器、鉄器がある。出土遺物の取り上げは、

まず城北団地区割の５ｍ区画で行い、水田畦畔検出後

は、水田区画単位で出土遺物を取り上げた。したがっ

て、Ⅱ‐２－①層の出土遺物は、城北団地区割に基づ

く上部と、検出水田面単位に基づく下部の二者があ

る。前者をⅡ‐２－①層上部、後者をⅡ－２_①層下部

として、報告する。なお、石器．鉄器については、上

部と下部を一括する（表３)。

ている。このうち、後３者は調査区周辺の土層観察用

畦出土遺物で、最初の撹乱掘り下げが十分でないまま

に、調査終了段階に乾燥しきった状態で掘り下げを

行ったため、上部の遺物が紛れ込んだものである。ま

た、DR47区の近現代陶器片も、大きく撹乱が入り込

んだ地点であり、撹乱掘り残しの可能性が高い。以上

の判断から、これらはⅡ‐２－①層上部の時期を直接

には示さないとして除外した。

図化したのは23点（図23、図版１３－３)。

１～８は土師器。１は外傾してのびる坪または塊の

口縁部。２～７は平底の坪底部ｃいずれも底面からそ

のまま緩やかに内湾して体部にいたる。２．５の底面

には回転糸切り離しの痕跡がわずかに残る。８は細く

高い高台を有し、器壁が薄い。

９～11は瓦器坑口縁部。９は端部に丸みをもつもの

のやや尖り気味で、内面に横ナデによる弱い稜線を有

する。１０．１１は、端部を丸く収め、横ナデにより口縁

部内外面がやや凹む。

１２は龍泉窯系と考えられる、削り出し高台の青磁底

部。青みがかった薄緑色の紬を施す。１３は青白磁体部

で、壷類の可能性がある。薄青色の粕を施し、内面は

露胎。この他にも、青磁・白磁小片の出土は少なくな

い。

１４～19は土師質土器羽釜。１４．１５は口縁部。１４はタト

傾する口縁部で、面をなす端部より、やや下方に断面

(1)Ⅱ‐２－①層上部出土遺物

Ⅱ‐２－①層上部で取り上げた遺物の中に、後述す

る14世紀代の土師質土器羽釜より、明らかに時代の降

るものがある。DR47区からは近現代陶器片が出土し、

ＤＴ５０区畔から近現代磁器片、ＤＸ５０区畔から須恵質陶

器片、ＤＷ４５区畔から近世染付、備前焼播鉢が出土し

－３２－

間２２Ⅱ‐１用出Ｉ:巡物
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Ｒ120潟

Ｒ１劃

2［

Rl2005

Rl2015

Ｒ12004

RI2018

2023

)1６

取巳

rlll2

rll51

r、型

r'１｣4２

rll40

rllO1

rl120

出監位識

肝位

ｍＷ

ご届

堂嗣

1J唖

;【脳

宣踊

Ⅱ願

Ⅲ届

Ⅱ周

11園

Ⅱ届

]1面

Ⅱ凧

Ⅱ厨

里隔

関瞳

Ⅱ耐

世榊・地区

ＤＷ.Ｄ蝿9(洲〉

ｐＷ４６

1Ｗ4９

IＸ;‘１

1)Ｙ４

ＤＸ４６

］S45<畔）

、Ｗ’１)】

、Ⅲ

:〕Ｘ

49(櫛)

巡物内容

煎刷

と障質土暑

.･師質土

‘_:師質.1二

Ｌ師質土器

■凸

２１

、二１

:厚：

:ﾆ製

..［呈製

打器

鉄器

鉄器

鉄器

而質．i;盤

恵貿陶驚

『質-た器

質･豊

買上

；F蘭上器

i『質.土器

器櫛

溺蕊

.と釜

羽釜

羽

羽韮

羽

ブイゴ羽，Ｉ

上~･量

石蝶

釘？

不ly』

鉄禅

１J釜

羽釜

羽釜

羽

部位

１１緑部

11縁部

11緑部

１１縁部

11緯都

脚部

脚部

隅部

膜部

脚部

:I緑制

文嫌・調整・色識・胎此.などの轄徴

11緑訓耐･デ、タ、オ･ザ.･二・内外而にぷい橿色。;１１.英・長矛:。雲厭多く含む恩

内外面にぶい澄色$.'i1f英・長石・雲母多く含む。

内面龍ぷい蛍鐙色、外面灰黄褐色。石英・艮宕,窒睡多く含茜。

内面横ハケ同、；｢緑部検･;･デ。内面憧色、外面1二ぷい授色。;７．.炎・任護・塞母含む。

;I録部搬ﾗｰヂ。内面灰黄福色、外獅褐灰色。訂英長可:.・雲鋒含む。

内外閲にぷい黄穏伍：ｒ英・長衝・雲母多く含む。

にぶい渦嵯。Ｊｉ英・長打・雲母多く含む。

火
山
肥
訂
釦
グ

茨
焦

球

.;j･ヌカイ!､製倒先端部ば使用時に彼批か。現重批0.6蜂

先蝋部欠讃．現jmIt7､7121倉

先端部欠批。現亜戯9‘蚊。

現重斌95gｏ

2ぶぃ澄橿色。潟英・長所一・鍵厭多く含む。

1.面._､寧悲･;・デ。灰哉褐色。Ｚ,灸・奨弱・雲啄含ｆ

い燈色ご訂典・任禰雲鋒争く含む召

|､1町横す･･デ。灰色。石英長石の砂琉わずか1s.奇む。

Mのため全‘体施い。淡黄色だが、破片半分は激しい熟により黒変。液英一長石の砂粒～誰

ド常に多く画微細な雲Ｅ３わずか照含む。

‐灰褐色窓石英・長.固の砂粒多く含む。現堂競a7g。

蝿
鈴



１罫些
、Ｗ〕（

Ⅱ－３Ⅱ

２０cｍ

ズ
、

2０

＝づｉ‐7雨。ノノ－－卜ﾏニヨ
４

〆

1８
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(2)Ⅱ‐２－①層下部出土遺物

Ⅱ‐２－①層下部で取り上げた遺物の中には、上部

と異なり、明らかな後世の混じり込みは認められな

かった。また、土師質土器羽釜については、図示でき

なかったが、ＤＶ４６区のSS-032で体部片が、ＤＷ４６区

のSS-038で口縁から下がった位置に突帯が付く口縁部

片が出土している。

提示する遺物は18点（図24、図版１３－４，表３)。

ｌ～７は土師器。１は破片から全形を復元した土師

器坪。体部は回転ナデ調整による凹凸はみられるもの

の直線的で、口縁端部付近は狭い範囲をナデ調整し、

外方へ小さく屈曲させる。底部は回転糸切り離しで板

目状圧痕が認められる。２．３は外傾してのびる坪ま

たは塊の口縁部。４は平底の土師器坪底部。底面から

一度立ち上がって外傾する。５～７は塊底部で、いず

れも貼付高台を有する。５は器壁がやや厚く、幅広で

目

三角形状の突帯を貼り付ける｡15は内傾する口縁部で、

口縁端部に接して断面三角形状の突帯を貼り付け、１４

世紀後半まで下がる。１６は体部との接合部付近の脚上

部、１７～19は脚中部破片。１７には成形時の粘土巻き込

み痕が残る。以上の土師質土器羽釜の多くは、調査区

でも西寄りで出土し、Ⅱ‐１層出土土師質土器羽釜の

出土状況と符合する。また、１６が出土した地点は、上

層水田を検出した標高が高い。

２０は亀山焼尭の胴部片と考えられる。外面に炭素を

吸着させており、格子状タタキ目が見られる。

２１～23は須恵器。２１は坪蓋天井部付近の破片で、天

井部と口縁部の境は不明瞭。２２は坪身体部片で、体部

の2/3程度に回転へラケズリ調整を施す。２３は長頚壷

の口縁部。緩やかに外傾して伸び、口縁端部で短く屈

曲する。
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表３Ⅱ‐２－①層（上層水田覆土）出土遺物観察表
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低めの高台を有し、体部が直線的にのびると想定され

る。６は器壁が薄く、細く高い高台を有する。７は著

しく磨滅しているが、低い高台をもつと推定される。

８～10は瓦器坑。８は口縁部で、端部を丸く収め、

横ナデにより口縁部内外面がやや凹む。９．１０は貼付

高台をもつ底部で、高台部分は断面方形、あるいは断

面三角形状を呈する。

１１は端部がやや肥厚する青白磁口縁部で、内外面に

薄い青色の粕を施す。１２．１３は青磁の碗。１２は龍泉窯

系Ｉ‐5ｂ類と考えられる口縁部で、口縁部外面にわず

かな段を有し、体部外面に蓮弁文を施す。１３世紀初頭

～前半。１３は同安窯系青磁碗Ｉ‐１類で、外面にクシ

目文、内面Iこはへう描き文と押捺による列点文を施

す。１２世紀中頃～後半。この他にも、黄色がかった比

較的粗めの素地の青磁坑体部が出土している。

１４は土師質土器鍋の口縁部である。口縁部は直線的

にのび、体部との境は明瞭である。ロ縁端部は横ナデ

調整により面をなす。外面には煤が付着している。

１５は須恵質陶器の底部。体部の傾きから、これ鉢の

底部と考えた。喪もしくは壷の可能性もある。１６は須

恵器坪身の口縁部～受部の破片で、短く突出する受部

を有する。口縁部はやや内湾し、やや軟質で内面は灰

赤色である。

１７．１８は丸瓦である。１７は須恵質の焼成で、凹面に

炭素を吸着させ、布目が残る。１８は土師質の焼成で、

側面は斜めに面取りされている。

(3)Ⅱ‐２－①層出土石器。鉄器

４．５の石器と６．７．９の鉄器が上部出土で、他

は下部出土（図25、表３)。

ｌ～５は石器。１．２は砥石で、１は花商岩製の粗

砥。２は火山岩製で、側面は未成形。被熱のためか薄

く黒変している。３はサヌカイト製石錐。基部両端が

欠損しているものの、凹基式と考えられる。４は赤色

頁岩の縁辺部に調整剥離を施し、石錐未製品の可能性

がある。５はサヌカイトで､模形石器の可能性があり、

上下端に階段状剥離が認められる（図版１３－５)。

６．７は釘である。どちらも、頭部は体部よりやや

幅広で、体部断面は方形を呈する。体部は曲がり、打

ち込むときに失敗した可能性と抜き取りの時に曲がっ

た可能性が考えられる。８．９は鉄津。いずれも塊状

を呈し、やや鉄分を残している。

(4)小結

以上のように、Ⅱ‐２－①層として取り上げた遺物

には、１４世紀後半まで降る土師質土器羽釜があるが、

掘り残したⅡ‐１層に伴った可能性が高い。さらに、

後述する上層水田検出状況からは、Ⅱ‐２－②層以下

にもⅡ‐１層を残していた可能性が高い。よって、本

来の上層水田埋没は、遡る可能性がある。

４Ⅱ-2-②層（上層水田）の遺構と出土遺物

調査段階でa2～a4層としたⅡ‐２－②層は黄褐色砂

質シルトで、径１ｍｍ前後の砂粒を多く含む。ただし、

その量はⅡ‐２－①層に及ばず、粘性がややある。土

層図では、Ⅱ‐２－③層と一括としているが、調査時

には、撹拝を受けた上部を水田耕作土と床土をⅡ‐２．

②層、以下の顕著な撹枠がみられず砂質の強い土層を

Ⅱ‐２－③層として掘り分けた。

(1)遺構

Ⅱ‐２－①層の掘り下げを行いながら、水田畦畔の

検出を試みた。南側１８次調査上層水田の検出レベルを

参照しながら作業を進めたものの、最初の水田検出作

業でもあり、先述したようにⅡ‐１層をかなり残した

まま作業に及んだため、結果的に水田遺構を的確に検

出できていない範囲が大きい。中層・下層水田、ある

いは18次調査上層水田と比べても、水田配置が整って

なく、畦畔が縦横に通っていない箇所が多く、東西方

向の畦畔が明確でない。とりわけ、２５次調査区南部の

水田遺構と、１８次調査北部の水田遺構が平面的にもレ

ベル的にも不整合で、１８次調査北端水田面より５cm以

上高いレベルで検出している（図26)。一方で、調査

区北部では、北壁十層の水田面レベルと実際の検出レ

ベルに大きな蝿鮪はない。

このように、上層水田については、南半部を中心に

Ⅱ‐２－②層面を検出しきっていない範囲が大きい。

しかし、その範囲を明確にすることができない。以下

では、掘り残しの可能性を極力指摘しながら、調査段

階で認識記録した水田遺構の記述を行うこととする。

－３６－
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に別記している。

この結果、水田として認識したのは、SS-001～

００４．００６．００７．００９～０１５．０１７．０２４～０２８．０３１．０４５

～048.032～０４０．０４９．０４３．０４２の36面、その間の水

路となる溝は、ＳD-005.023.044.041の４条である（図

２６．２７、図版２．３）。

副ﾛ

調査時には、概ね南北並びを単位に東から西へ、

SS-1～42の１桁ないし２桁の番号を与えた｡以下では、

中層・下層水田との対比から、１桁でも003,2桁で

も015等のように、報告に際しては３桁の番号で記述

する。また、撹乱等で分断され、別の遺構番号を与え

ていた場合でも、一体と考えられるものは、いずれか

の番号に統一し、調査時の番号は該当位置で（）内

図２６２５次調査・１８次調査のⅡ‐２－②層（上層水田）出±遺構配置図（縮尺1/300）
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①水田

上述したように、以下報告する水田面は36面。ま

ず、調査区最東に、SS-001～004が西辺をやや凹凸さ

せながらも、南から北へと並ぶ。その西側に、南から

SS－０１２．０１１．０１０．００９と階段状に北ほど西へ突出し

ながら並び、SS-009の北では006と007に東西に２分さ

れる。この列の西側は階段を解消するように、SS-013

～015.017が談り、SS-015の西側をSD-023が画す。こ

の西側では、SS-024～028の南北列と、ＳS-031.045～

048の南北列が比較的整然と並ぶ｡ところが､その西側、

SD-41までの間は、SS-032～040.049に分割認識した

ものの、畦畔の並びは不整合で、かつ部分的でしかな

い。そして、ＳＤ４１を挟んだ西側は検出範囲が狭く、

北西隅部をSS-042とした以外は、南北に広くSS-043

とした。

以下、東から水田毎に詳述する。

[SS-OO1］

調査区南東隅部の、ＤQ45.46区に位置する。水田面

と認識した範囲は、西側SS-012との間の、幅約50cm、

比高差約５cmの畦畔の東、それも東側に撹乱を控え

た、東西約80cm，南北100cm前後の範囲でしかない。

水田面の標高は2626ｍ・西側l珪畔の北側は途切れ、

撹乱を挟んだ北側の畦畔とは東西にくいちがい、水口

となるらしい。埋土などの詳細は不明。

[SS-OO2］

調査区東辺、DQ47区に位置する。西側の畦畔は、

南側SS-001西畦畔から約１ｍ西側に位置し、幅50～

70cm,比高差約２cmで西側のSS-011と区画されている。

SS-001西畦畔との段差部分は､幅約80cmの水口となり、

認識した畦畔の並びからは、西側SS-011との水口で

あった可能性もあり、水田面標高からは、SS-002から

SSO１２．０１１への導水が復元される。一方北側は、西

i畦畔から幅70cm前後で東へ約50cm広がり、これによっ

てSS-003と区画されている。比高差は１cm弱。また、

調査区東壁との間わずか５cm程度ながら畦畔が途切

れ､水口となるらしい。結果、水田面とした広がりは、

南北約３ｍ、調査区内で確認した東西幅は60～80cm、

水田面標高は26.29ｍと高い。

[SS-OO3］

調査区東辺、SS-002の北隣り、DQ48区に位置する。

南･西･北を連続するＣ字状の|畦畔で囲われ、南北約2.7

ｍ､東西約1.5ｍで､東へはさらに調査区外へと広がる。

水田面の標高は26.25ｍ前後。南側畦畔は幅70cm前後、

比高差約４cmを測り、西側は幅40～60cm、比高差約３

cmの畦畔でSS-010と画され、北側は幅約100cIn、比高

差約２cmの畦畔がある。水口は南畦畔に開き、SS-002

からSS-OO3への導水が水田面標高から窺える。

[SS-004］

調査区東辺北端、DQ48～50区で認めた水田面。西

側SD-005との間に幅40～60cm、比高差２cm前後の畦

畔があり、南北約７ｍ以上、東西80cm以上の広がりを

もつ。西辺以外の詳細は不明。水田面標高は26.30ｍ

前後と、東辺にSS-002～004が高位に並ぶ。

西畦畔は２箇所途切れ、SD-005との水口となる。南

側水口は幅約20cln、北側水口は幅20cm強。傾斜はわず

かながらSD-005側。埋土はいずれも黄褐色砂質土で、

径１ｍｍ以下の砂粒をラミナ状に少しと、径１ｍｍ前後の

砂粒をわずかに含む。また、耕作土とみられる粘質土

を１mm大以下のブロック状にやや含む(図２８－１．２)。

[SSO１２］

ＤQ４５．４６区、ＤR４５．４６区に位置し、東西約５ｍ、

南北約５ｍの広がりを認め、南側はさらに調査区外へ

と広がる。東のSS-001との間に幅約50cm、比高差約４

cmの畦畔があり、西側SS-013との間には幅約70cm、比

高差約５cmの畦畔があり、そして北側は幅70cm前後、

比高差約２cmの畦畔でSS-011と画されている。ただし、

西側の畦畔検出位置は、水田面の標高26.23～27ｍと、

北側への傾斜がやや大きい。

各畦畔には水口が開く。東畦畔の水口については、

既にSS-001で述べた。西畦畔の北端近くには幅約40ｃｍ

の水口が開き、SS-Ol3側への明瞭な傾斜.がある。埋土

はオリーブ褐色砂質土で、径１ｍｍ前後の砂粒を少量含

み､シルト質土の混じりが多く、しまりと粘性がある。

北畦畔の東端の水口については、既に述べている。中

央部のSS-Ollとの水口は、幅約１００cm。わずかながら

SS-011側に傾斜する。埋土は黄褐色砂質土で、径１ｍｍ

前後の砂粒をやや多く、シルト質土をラミナ状に含

み、粘性がややある（図２８－３．４)。

[SS-011］

ＤＱ・DR46区の、SS-012北側に位置する。南側

SS-012との間には、幅70cm前後、比高差約２clnの畦畔

があり、東側SS-002との間には幅50～70cm、比高差約

４cmの畦畔、西側SS-014との間に幅50～70cm、比高差

約２cmの畦畔、そして北側SS-010との間に幅約40cm、

比高差２cm弱のl畦畔がある。これらに囲まれた水田面

は、東西約５ｍ､南北４５ｍ前後を測る。水田面の標

－３８－
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高は撹乱西側で26.23ｍ前後、東側では2626ｍ前後と

段差が残る。

東畦畔南端と南畦畔中央の水口については既に述べ

た。西畦畔に水口は認められず、北畦畔は東端で水口

が開く。西側を撹乱で切られており、幅１１０cm以上。

SS-011からSS-010への導水が推測される。

なお、SS-011遺構検出時に牛馬とみられる足跡を検

出している（図版３－２)。

[SS-O10］

DR48区に位置する。南側西半・西側・北側西半が

Ｃ字状に連なる畦畔で画され、しかもその西辺は南側

SS-O12・Ollより１ｍ以上西に突出する。一方、東側

は南畦畔・北畦畔とも撹乱以東ではほとんど認められ

ず、幅広の水口部となり、北辺東端の東畦畔が軽く突

出するのみである。南畦畔は幅約40cm､比高差約２cm、

東畦畔は幅40～60cm、比高差約４cm、西畦畔は幅60～

90cm、比高差約１cm、そして北|畦畔が幅約50cmの微弱

な高まりである。これらに囲まれた水田面は、東西５

～5.5ｍ、南北2.5～3.3ｍ，標高26.22ｍを測る。

東西の畦畔に水口は開かず、南畦畔東端で幅幅１１０

cm以上、北畦畔束半で幅l50cIn以上の水口となるが、

詳細不明。

[SS-009］

ＤＱ４８．４９，，R４８．４９，，S４８．４９区にまたがる、

東西約８７ｍ、南北45ｍの広がりを想定する水田が

SS-009である。ただし、この範囲は戦前の演習用塑壕

による撹乱が大きく及び、４区画に分断されている。

調査段階では、このうち東部と北部をSS-08、南部を

SS-09、西部をSS-l8としていたが、報告に際しては

SS-OO9として一括した。

南側SS-010との間には幅約50cm、比高差約１cmの畦

畔があり、東側SS-004・SD-005との間には幅約40cm，

比高差２～４cmの畦畔があり、中央部で西側に50cmほ

ど突出する箇所がある。また西畦畔は、南側SS-OlO

西畦畔より約2.5ｍ階段状に西側にあり、幅約80cm、

比高差約１ｃｍを測る。そして、北側は幅１００cm前後、

比高差約１cmの畦畔で、ＳS-006.007と画されている。

水口は、南畦畔についてはSS-010で既に述べた。

東側は、SS-004からの導水部がSD-005となっており、

これについてはSD-OO5で詳述する。一方西|畦畔の南

端は、南北約120cm幅で畦畔が開き、奥行50cm程度で

屈曲し、南のSS-017へと約200cm溝状に続いている。

傾斜はSS-017側に段状に一段低くなっている。埋土は、

4１

Ⅱ－４Ⅱ‐２－②層の遺構と出土遺物

シルト質土をベースに径１ｍｍ前後の砂粒をやや含むオ

リーブ褐色砂質土で、粘性がややある（図２８－５)。

北畦畔は、SS-007との水口が開く。幅約40cmでSS-OO7

側に傾斜摩する。埋土は黄褐色砂質土で、細かい砂質土

をベースに径１ｍｍ以下の砂粒をラミナ状にやや多く

含み、粘質土もやや含む（図２８－６)。同様の水口は、

SS-006との間にも存在したと推測される。

[SS-OO6］

DR49区に、西側を畦畔で東側を撹乱で挟まれた、

東西150cm弱、南北約60cmの広がりを認めた水田面。

標高は2622ｍ・撹乱を挟んだ東側では畦畔を一部確

認しており、東西幅は３ｍ以下となる。西側SS-007と

の間の畦畔は幅20cm程度で比高差も１cm以下と微弱。

水口は、南側SS-009との通水が想定されるとともに、

束畦畔にもSS-004との水口が開くとみられる。

[SS-OO7］

ＤＲ・DS49区の調査区北端に位置する。調査時には、

塑壕による撹乱東側をSS-07、西側はSS-l9としてい

たが､一連の広がりとみなし､SS-007として報告する。

確認した範囲は東西約63ｍ、南北08ｍ前後。水田面

標高は28.17ｍ前後。南畦畔は幅１００cm前後、比高差約

４cm、束畦畔は幅20cm程度、比高差約４cm･西畦畔は

幅約50cm前後、比高差約lclmとみられる。水口は南畦

畔で確認しており、詳細は既に述べた。

[SS-013］

ＤＲ・DS46区に位置する。南は調査区外へと広がる

が、東は幅約70cm、比高差約３cmの畦畔でSS-012と画

され、その東|畦畔がわずかに西に突出する部位で北の

SS-014と区分している。また、西側SS-015との間には

幅40～70cm、比高差７～８cmのl珪畔がある。水田面の

広がりは､東西32～２ｍと北に狭く、南北は５ｍ以上。

標高は2625ｍ前後である。

ところが、東西の畦畔については、南側１８次調査検

出の畦畔と朗嬬が著しい。東畦畔の南延長は、辛うじ

て18次調査東端にかかるが、連続するはずの畦畔はみ

られない。西畦畔も同様で、１８次調査上層水田SS-lと

SS-2間の畦畔は、ちょうど25次調査SS-l3の中央部に

位置している。さらに、水田面及び畦畔の検出標高が

１８次調査北端より25次調査SS-013周辺は、５cm以上高

くなってしまっている。したがって、ここで報告して

いるSS-013はまだ十分掘り下げ切れていないものを、

上層水田面としてしまった可能性が高い。

SS-013とした水田l畦畔の各辺には水口が伴うとし
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た。東畦畔については記述済み。西側は北端に幅約９０

cmの水口が開き､大きくSS-015側に傾斜する。埋土は、

上部の①層が、径２mm前後の砂粒・砂牒を多く、１ｃｍ

大前後のシルト質土ブロックを少量含む黄褐色砂質土

で、しまりがややある。下部の②層は黄褐色シルト質

土で、径１mm以下の砂粒を少し含み、砂質土がラミナ

状にはいり、しまりがある（図２８－７)。北側は、東

畦畔がわずかに西に突出する部位で、北側SS-014と区

分した。東西約120cmの幅で、SS-Ol4側への傾斜がみ

られる。埋土は、上部の①層が黄褐色砂質土で、径２

mm前後の砂粒・砂喋を多く、１cm大前後のシルト質土

ブロックを少量含み、しまりがややある。SS-013側よ

りの下部に薄く、径１ｍｍ以下の砂粒をわずかに含み、

シルト質がやや強く、しまりのある黄褐色砂質土の②

層が堆積する（図２８－８)。

[SS-O14］

SS-013の北側、ＤＲ・DS47区に位置する。南畦畔は

先述したように明確でない。西畦畔は北が大きく開

き、幅は30cm前後と狭いが、比高差は約１１cmと高い。

一方、東側と北側は連続した畦畔で画されている。東

畦畔は、幅50～70cm、比高差約８cm，北側では幅50ｃｍ

前後、比高差約６cmを測る。これにより、水田面は東

西約1.8ｍ、南北約3.5ｍを測り、標高は26.18ｍ前後で

ある。

南側SS-013との水口については既に記した。西畦畔

北半は､幅約180cmにわたって開き､水口となっている。

傾斜･はSS-015側。埋土のうち上部の一部に、径１mm以

下の砂粒を多く、シルト質土をわずかに含んで砂質の

強い暗灰黄色砂質土の①層がある。下部の②層は黄褐

色シルト質土。１～２mm大のブロックをベースに、径

１mm以下の砂粒をラミナ状にやや多く含み、しまりと

粘性がある（図２８－９)。

[SS-015］

SS-O15はＳＳ-013.014の西隣に位置する。調査時に

は、塑壕撹乱の南側をSS-15、北側をSS-16としてい

たが､SS-015と一括して報告する。東西幅は1.8～2.5ｍ、

南北長9.5ｍに及ぶ。東側ＳS-013.014との間の畦畔は、

幅40～70cm、比高差10ｃｍを超え、西側SD-O23との間

の畦畔は幅60～80cm、比高差約１０cmである。ただし、

SS-013で述べたように、東畦畔の位置が１８次調査とは

一致してなく、さらに西畦畔についても同様である。

水田面の標高こそほぼ一致するが、その東西範囲の認

識を誤った可能性が高い。

Ⅱ－４Ⅱ－２－②層の遺構と出土遺物

各畦畔においては水口を認め、東側については既に

述べている。西側SD-023とは３箇所に水口が開く。

南水口は幅100cm以上。明確な傾斜はみられないが、

SD-023側への導水が想定される。埋土は暗灰黄色砂質

土で、径２mm以下の砂粒を多く含み、砂質が強く、し

まりがややある。中水口は幅約60cm・明確にSD-023

側に傾斜する｡埋土は暗灰黄色砂質土で、径１mm以下

の砂粒を多く、１mm大以下のシルト質土ブロックをや

や多く含み、粘性としまりがややある。北端の水口は

幅約140cmで、やはりSD-023側に傾斜･する。埋土は、

径１ｍｍ以下の砂粒を多く、５mm大以下のシルト質土

ブロックをわずかに含む暗灰黄色砂質土の①層があ

り、その下に径１ｍｍ以下の砂粒をほとんど含まない暗

灰黄色シルト質土の②層が一部堆積する（図28-10～

12)。北側も畦畔が幅約170cm途切れ、SS-014と共通し

たSS-017との水口をなし、ＳS-014.015側が段差を有

して低くなる。埋土は上部に①層の暗灰黄色砂質土。

径１mm前後の砂粒を多く、シルト質土をわずかに含

み、砂質が強い。さらに下には、径１ｍｍ以下の砂粒を

わずかに含み、しまりと粘性のあるオリーブ褐色砂質

土の②層がみられる（図28-13)。

[SSO１７］

ＤS４７．４８区、ＳS-014.015の北隣りに位置する。南

側西半は、幅約50cm、比高差約６c'mの畦畔があり、そ

の北側がわずかに突出して西側SS-026と区分できる。

一方、東辺と北辺は一連。東畦畔は幅60～90cm、比高

差５～６cm､北畦畔は幅約30cm,比高差約５cmを測る。

水田面は東辺約35ｍ、西辺約３ｍ、東西幅約4.5ｍを

測る台形状で、標高は2615ｍ前後。

東畦畔に水口は開かない。南畦畔と北畦畔の水口に

ついては、ＳS－０１４．０１５とSS-009で既に述べている。

西はわずかな畦畔の突出でSS-026と区画したが、埋土

等の詳細は不明。

[SS-024］

SS-024はDT46区の、SD-044の北端の幅を増した、

東西約2.3ｍ、南北２ｍ前後の広がりである。上面の

標高は2624ｍ・南はSD-044に連続し、東側は幅約110

～70cm、比高差約４cmの半島状に北にのびる畦畔があ

り、西側は1幅60cm前後、比高差約４cmの畦畔でSS-031

と画され、北は東西約100ｃｍ・南北約70cm、比高差約

２cmの畦畔がSS-025との間にある。

水口は、西畦畔北端と北|畦畔の両側に開く。西|畦畔

北端の水口は幅約30cmで、SS-024側に傾斜･する。埋土

－４３－



は、SS-024側上部に、径１ｍｍ前後の砂粒を少し含み、

しまりのやや弱い暗灰黄色砂質土の①層がある。その

下SS-024側に、径１mm前後の砂粒を多く、５mm大前後

のシルト質土ブロックを少し含む黄褐色砂質土の②層

がある。鉄・マンガン分の沈着があり、しまりがやや

ある。そして、SS-031側の下部に、③層の黄褐色砂質

土である。径１～２mmの砂粒を含み、シルト質土が多

く混じり、しまりがある。鉄・マンガン分の沈着もあ

る（図28-14)。

北畦畔東西の水口は､いずれもSS-025側に傾斜する。

東側が幅約70cm、西側が幅約50cmである。埋土は黄褐

色砂質土で、径１mm前後の砂粒を多く含み、砂質が強

く、５mm大以下のシルト質土ブロックを含む。なお、

西側水口の下部には、径１ｍｍ前後の砂粒を少し含むだ

けで、シルト質がやや強い黄褐色砂質土の②層が一部

みられる（図２８－１５．１６)。

[SS-025］

ＤＴ・DU47区に位置し、南側は東西約１００ｃｍ・南北

約70cm、比高差約７cmの畦畔でSS-O24と画され、東側

のSD-022との間には幅60cm前後、比高差約７～８ｃｍ

の畦畔がある。西側は幅30～７０cm、比高差４～５ｃｍ

の畦畔でSS-045と画され、北側は幅60cm前後、比高差

約５cmの畦畔でSS-026と画されている。結果、水田面

は東辺約5.5ｍ、西辺約63ｍ、東西約37ｍの台形状で、

標高26.15～19ｍ･

南畦畔の水口についてはSS-024で述べた。東畦畔は

南端に南北長60cmほどの島状に畦畔が独立し、その南

側は幅約20cm、北側は40cm以上の水口となる。いずれ

もSD-023側への傾斜がみられるが、埋土の詳細は記

録していない。一方、東畦畔の北端も幅約50cmの水口

となる。傾斜はわずかながらSD-023側。埋土は、上

部の①層が暗灰黄色砂質土で、径１mm以下の砂粒を多

く含み、わずかに５mm大以下のシルト質土ブロックを

含む。②層は、径１mm前後の砂粒をほとんど含まない

暗灰黄色シルト質土（図28-17)。西畦畔の北端も幅

約170cmの水口となるが、詳細不明。北畦畔も西端付

近が幅約80cm途切れるが、等高線の走りからして、畦

畔が削平された、あるいは掘りすぎた可能性が高い。

[SS-O26］

DT48区に位置する｡南側のSS-O25とは､幅60cm前後、

比高差約５cmの畦畔で区画され、東側SS-017とは南

側畦畔の北側への軽い突出によって区分した。西側は

SS-047との間に幅40cm前後、比高差約３cmの畦畔があ

リ、北側SS-027との間には、幅60cm前後、比高差２ｃｍ

前後の畦畔がある。水田面の広がりは、東辺約３ｍ、

西辺約２ｍ、東西約55ｍの台形状で、標高は2613～

l6mo

SS-O25間の|畦畔には水口が開くが、削平あるいは掘

りすぎた可能性を先に指摘した。東畦畔はそれ自体が

わずかで、大きく開いている。一方、西畦畔は北側約

90cm幅が開き、水口となる。傾斜はSS-047側。埋土の

うち、上部の①層は、下部②層の暗灰黄色粘質土を少

量ブロック状に含み、径１mm前後の砂粒をごく少量含

む。下部の②層は、径１mm前後の砂粒を少量含む暗灰

黄色粘質土（図28-18)。

[SS-O27］

ＤS４８．４９区～ＤU４８．４９区にまたがり、南側は幅６０

cm前後、比高差約４cmの畦畔でSS-026と画され、東側

はSS-018との間にSD-O21を挟む。西側は幅50～70cm、

比高差約３cmの畦畔がSS-047との間にあり、北側は1幅

約50cm、比高差１cm弱の畦畔がSS-028との間にある。

これらの畦畔で区画された水田面は、東西約６ｍ，南

北1.5～2.1ｍ、標高2611ｍを測る。

南畦畔は、東西両端が水口となる。東端は、SD-021

の南端であると同時に、幅約100cm以上が開き、水田

面の傾斜から、SS-026からSS-027への導水が窺える。

西端も幅約80cmが開き、SS-026からSS-027への導水が

窺える。しかし、埋土の詳細は記録していない。また

北畦畔も、中央部と西端が水口となるらしいが、撹乱

で詳細不明。

[SS-O28］

ＤＳ・DT49区に位置し、調査時は塑壕による撹乱東

側をSS-20、西側をSS-28としていたものを、報告に

際してSS-028と一括する。結果、水田面の広がりは、

東西5.2～６ｍ，北は調査区外へと続き南北3.6ｍ以上。

標高は26.10ｍ前後。南を幅約50cm、比高差約１cmの

畦畔で画され、東はSD-O21がSS-018との間にあり、

その北ではSS-019が隣接する｡西側は幅推定60cm前後、

比高差約６cmの畦畔がSS-048との間にある。

南畦畔の水口については既に触れた。東側SD-021

との水口部の詳細は不明。西I畦畔は南と北の２箇所に

水口を確認している。南は幅約１００cm､北は幅約80cm。

ともに撹乱際で詳細不明。

[SS-O31］

調査区南端、ＤＵ・DV46区に位置する。若干、畦畔

の検出位置がずれるが、１８次調査上層水田SS-3の北

－４４－



側部分にあたる。ところが､水田面の標高は東側同様、

25次調査側が５cm以上高く、水田覆土を十分掘り下げ

ないまま水田を認識した可能性が高い。以下、そのま

ま報告する。

東側は幅70cm前後､比高差３cm前後の畦畔でSDO44・

SS-024と画され、西側は南半を幅約１００cm，北半を幅

約70cm、比高差３～４cmの畦畔でSS-032と画され、北

側を幅70cm前後、比高差約３cmの畦畔でSS-045と画さ

れている。１８次調査SS-3と併せた水田面は、南北約８

ｍ、東西42～５ｍとなり、２５次調査SS-031での標高

は26.26ｍ前後である。

東畦畔北端の水口については､SS-024で既に述べた。

西畦畔にも幅30cm弱の水口が開きSS-032側に傾斜する

らしいが、埋土等の詳細は不明。北畦畔も東端約１００

cmが開き、段状にSS-O45側が下がる。埋土は、上部

の①層が黄褐色砂質土。径ｌ～２mmの砂粒を含み、シ

ルト質土が多く混じり、しまりがあり、下部に鉄・マ

ンガン分の沈着がある。下部の②層はオリーブ褐色砂

質土。径１mm以下の砂粒を含み、細砂はラミナ状に含

み、シルト土粒も少し混じる。砂質が強く、しまりが

ややある（図28-19)。

[SS-O45（旧SS-30①)］

DU47区に位置する。遺構検出時には、北側SS-046

と一体としSS-30としていたが、その後南北に分割で

きると理解を改め、調査時には南側をSS-30①、北側

をSS-30②とした。SS-30①を、報告に際してSS-O45と

再度呼称変更する。

SS-045は南側を幅70cm前後、比高差１０cm前後の畦畔

でSS-031と、東側を幅30～70cm，比高差１０cm前後の畦

畔でSS-O25と、西側を幅40～70cm，比高差やはり１０ｃｍ

前後と高い畦畔でＳＳ-032.033と画されている。一方

北側は、西端こそ明確な比高差があるものの、中央部

は幅70cm以上、比高差１cmに満たない微弱な盛り上が

りでしかない。水田面の広がりは、東辺約４ｍ、西辺

およそ３ｍ、東西５ｍ弱で、標高2615ｍ弱を測る。

南畦畔の東端に大きな段差をもった水口が開くが、

これについては先に述べた。東西の高い畦畔に水口は

開かない。低平な北畦畔も水口は確認していない。た

だ東端部では、明瞭な東畦畔との間に水口が開いてい

た可能性も考慮される。

[SS-O46（旧SS-30②)］

ＤU４７．４８区に位置する。SS-O45で述べたように、

調査時にはSS-30②としていたのを、ここでSS-O46と

4５

Ⅱ－４Ⅱ－２－②層の遺構と出土遺物

して報告するものである。

南側SS-O45とは、幅70cm以上、比高差約１cmの微弱

な畦畔で画され、東側SS-025との間は畦畔が認めら

れず、一部に段差を生じている。西側は、幅70cm前後、

比高差約７cmのl畦畔でSS-033と画され、北側SS-047

との間には､幅90cm前後､比高差約５cmの|佳畔がある。

先に述べたように、南側水口は明確でない。また

東側はSS-025側からみれば幅広の水口が開く格好で

あるが、SS-046からは東畦畔自体が存在しない。ただ

SS-O46側が一段低く、SS-025からの導水が窺える。西

畦畔には水１１が認められない。北畦畔は、西側約１２０

cmが開き、水口となる。傾斜･はわずかながらもSS-047

側。埋土は、上部の①層が、径１mm前後の砂粒を少量

含む暗灰黄色粘質土。下部の②層は、径１mm前後の砂

粒を多く含む灰黄色粘質土。小指先大の緑灰色の丸い

ブロックと、明黄褐色の鉄分の沈着層が一部にみられ

る（図28-20)。

[SS-047（旧SS-29①)］

ＤU４８．４９区に位置する。これも遺構検出時に、北

側のSS-O48と一連のSS-29とし、調査進行に伴って、

SS-29を南北に①．②と分割した。そのうちの南側

SS-29①を、SS-O47として報告する。

南側は幅90cm前後、比高差約６cmの畦畔がSS-046と

の間にあり、東側南半は幅40cm前後、比高差約４cmの

畦畔がSS-026と区画し、東側北半は幅50～70cm，比高

差３～４cInの畦畔がSS-027との間にある。西側は|幅５０

～70cm,比高差約６cmの畦畔でSS-034と画されている。

北側は、幅50cm前後の微弱な高まりである。これらの

畦畔に囲まれた水田面は､東西約４ｍ､南北約３ｍで、

標高26.12ｍである。

水口のうち、南畦畔についてはSS-046で、東畦畔は

SS-026で述べた。西畦畔は南端が幅約50cm開き、等高

線の走りから、ＳS-033.034からSS-047への導水が窺

える。埋土の詳細は記録していない。西畦畔北端は微

弱な北畦畔に連続するらしく、その北畦畔は東端で幅

約40cmの水口を形成する。詳細は不明。

[SS-O48（旧SS-29②)］

先に記したように、調査時にSS-29②としたものを、

報告に際してSS-048とする。調査区北辺ＤＵ４９区に位

置し、北は調査区外へと広がる。南側は幅50cm前後の

微弱な高まりでSS-047と区画され、東は幅推定60cm前

後、比高差約４cmの畦畔でSS-028と画され、西側は

1幅40～60cm、比高差約７cmの|畦畔でSS-035と画され、



東西約4.2ｍ，南北3.7ｍ以上を測る。水田面の標高は

26.11～12ｍ・

南と東の水口については既に述べている。西畦畔

は、南北両側が水口となる。南水口は幅30cm弱。わず

かながらSS-048側に低い。埋土はSS-048側上部の①

層が暗灰黄色粘質土で、径１ｍｍ前後の砂粒を多く含

む。SS-035側下部の②層は暗灰黄色粘質土。北水口は

幅50cm以上で、SS-048側に明確に傾斜･する。埋土は黄

褐色粘質土に径１mm前後の砂粒が多量に混じる（図２８

－２１．２２)。

[SS-032］

ＤＶ４６．４７区、ＤＷ４６．４７区に広がる水田。１８次調

査上層水田SS-20の北への広がりとして検出したが、

東西の畦畔にやや朗酷があり、また水田面･畦畔とも、

25次調査SS-032が高くなってしまっている。以東同様

に、十分掘り下げきれていないまま水田面とした可能

性が高い。以下では、調査のまま報告する。

東側は、SS-031との間に幅70～lOOcIn、比高差５ｃｍ

前後の畦畔があり、その北SS-045との間には幅40～

70cm、比高差約８cmの畦畔がある。西側SS-038との間

の畦畔は、幅１００cm前後、比高差約６cmである。北側

は、SS-033西畦畔が、SS-032西畦畔より約１ｍ東に位

置し､そのずれ分がSS-038との水口となるとみられる。

その東、SS-033との間には撹乱が大きく及び、畦畔を

確認していない。１８次調査SS-20と併せた水田面の広

がりは、南北約１１ｍ，東西４ｍ前後となり、２５次調査

SS-032の水田面標高は26.18～21ｍである。

東畦畔のSS-031との水口については既に述べてい

る。西畦畔には１箇所、SS-038との水口がある。幅約

20cmで、わずかにSS-032側に傾斜する。埋土は、上部

の①層が黄褐色砂質シルトで、径１mm前後の白色砂粒

を含む。下部の②層は、やや粘性が強いにぶい黄褐色

シルト（図29-23)。北側のSSO３７．０３３とも水口を開

くらしいが、詳細は不明。

[SSO33］

ＤＶ４７．４８区に位置する。南側SS-032との境は不明

であるが、東側SS-046との間には幅70cm前後、比高差

約６cmの畦畔がある。西側は幅60cm前後、比高差２ｃｍ

前後の畦畔があり、それが北側に連続し､幅80cm前後、

比高差約２cmの畦畔として､SS-034と区画されている。

水田面の広がりは、東西2.3～３ｍ、南北推定約４ｍ、

標高26.18ｍ前後である。

南側は畦畔・水口とも詳細不明。東西の畦Ⅲ半に水口

は開かず、北畦畔東端が幅約90cm開き、等高線の走り

から、SS-033からＳS－０４７．０３４への導水が窺える。

[SS-O34］

SS-O33の北、ＤV４８．４９区に位置する。南側は幅８０

cm前後、比高差約５cmのl畦畔がSS-033との間にあり、

東側SS-047との間には、幅50～70cm、比高差約２ｃｍ

の畦畔がある。西は幅約70cm、比高差約２cmの畦畔で

SS-037と画され、北は幅約50cm、比高差約２cmの畦畔

でSS-035と画されている。これらで区画された水田面

は、東西約35ｍ、南北2.3ｍと狭く、標高は約26.15ｍ・

各畦畔には水口が開くが、南と東については既に述

べている。西畦畔は南端が幅約50cm開いて、SS-037へ

と通じる。詳細は記録していない。北畦畔は東西両端

が水口となる。東水口は幅約１００cm、西水口は幅約７０

cm。ともに傾斜はほとんどないが、全体の等高線の走

りから、SS-034からSS-035への導水が推測できる。東

水口の埋土は３層に区分され、最上部①層が灰黄色粘

質土で、径１mm前後の白色砂粒を含む。②層は灰黄色

粘質土ながら砂粒を含まず、鉄分の沈着により、一部

明黄褐色を帯びる。③層は灰黄色粘質土で、径１mm前

後の白色砂粒を多く含む。西水口の埋土も２層に区分

され、上部の①層が灰黄色砂質シルトで、径１mm前後

の白色砂粒を多く含む。下部の②層は暗灰黄色シルト

（図２９－２４．２５)。

[SS-035］

DV49区に位置する。南側SS-034との間には幅約

50cm、比高差約３cmの畦畔があり、東側SS-048とは

幅40～60cm、比高差約４cmの畦畔で区画され、西側

SS-037.036との間には、幅約90cm、比高差約６cmの

畦畔がある。北側は調査区外へと広がり、確認した水

田面は東西27～３ｍで、南北は4.2ｍ以上となる。標

高は26.12ｍ前後。

南畦畔と東畦畔の水口については、SS-034・SS-048

で述べた。西畦畔は、南端で幅約30cmの水口となり、

SS-O37側へ傾斜する。埋土は、上部①層が径１mm前後

の砂粒を多く含む灰黄色粘質土。下部の②層は灰黄褐

色粘質土で、①層より粘性が強く、上面に薄い黄燈色

の鉄分の沈着がある（図29-26)。一方、西畦畔北側

も幅200cm以上に畦畔が途切れるが、詳細は不明。

[SS-038］

これまで述べてきた水田の西側、そしてSD-041の

東側となる、ＤＷ区およびＤＸ区の水田面は、かな

り不明瞭な検出となってしまっている。調査区北端
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ＳＤ－Ｏ４１

のSS-O36・SS-041は辛うじて区分したものの、それ以

南がとりわけ不明瞭である。SS-032西側|畦畔が北端で

屈曲し、わずかながら東西方向の畦畔となるとみられ

たため、その延長で水田面が区画されるとし、南北に

SS-O38、SS-037とした。その西への広がりは、北側で

SS-036とSS-040の間の|畦畔が明瞭で、その延長に区画

されると想定して、西側をSS-039とした。しかし、

撹乱もあり、想定した位置での畦畔は検出できなかっ

た。逆に、北端で東西方向に延びる畦畔の一部を認め

た。調査時にはSS-O39に含めたままとしたが、報告に

あたってSS-049とする。このように、不明瞭な部分

を残したままであるが、基本的に調査時の理解のまま

に、SS-O36～040.049を以下報告する。

SS-038はSS-032の西隣に位置し､先に述べたように、

SS-032西側|畦畔が北端で屈曲し60cm程度西へ延びる状

況から北限とした。ＤＷ46.47区に位置することにな

る。西側畦畔は南端でその一部を検出しているが、

それ以北は撹乱で不明。南側18次調査上層水田SS-21

に東西の畦畔出土位置は一致し、一連の水田面であ

る可能性が高い。併せて、東西約３ｍ、南北約１１ｍを

測ることとなる。水田面の標高は26.21ｍ前後。東側

SS-O32との間の畦畔は、幅100cm前後、比高差約６cm，

水口が１箇所開くが、詳細は既に述べた。西畦畔は撹

乱際で幅約50cm分､比高差約４cmを検出したに留まる。

[SS-O37］

SS-037はSS-038の北側、ＤＷ４７～49区に及ぶ。東側

はSS-033～035とそれぞれ明確な|畦畔で区画され、水

口も認めた。北側も、微弱なl畦畔でSS-036と画されて

いる。ところが、南側のSS-038とは部分的な|畦畔で区

分したが、西半に想定される位置に畦畔は確認できて

なく、西側畦畔にいたっては、全く検出していない。

このような状況下で想定した水田面の広がりは、東西

５～5.5ｍ、南北９～9.5ｍである。ただし、その南北

間に水田面標高は26.21～26.12ｍの変化があり、とり

わけ南半で傾斜が大きいようである。したがって、本

来南北に複数枚に区分できた可能性が高い。
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[SS-O36］

調査区北端、ＤＷ４９区に位置する。南側は微弱なが

ら、幅約90cm、比高差１cm程度の畦畔でSS-037と画さ

れ、東側は調査範囲内でSS-035との間に畦畔は確認し

ていない。西側のSS-040との間には、幅約70cm、比高

差約２cmの畦畔がある。北は調査区外へと延び、確認

できた水田面は、東西約5.5ｍ、南北2.5ｍで、標高は

2610ｍ前後である。

微弱な南畦畔は東西両端が水口となるらしいが、詳

細は不明。東畦畔にも水口は開くらしいが、残存範囲

が狭く詳細不明。西畦畔には水口が開かない。

[SS-O39］

当初、北側SS-040南畦畔以南､SD-O41東畦畔以東の、

DX46～48区に広がると想定していたが、先に述べた

ように、北部で検出した畦畔以北はSS-049として分

離することとした。水田面標高は25次調査側がやや高

いものの、東西I畦畔の出土位置はほぼ一致し、南側１８

次調査SS-22と一連の水田の可能性が高い。となると、

東西５ｍ前後、南北約15.5ｍを測ることになる。しか

し、水田面標高は26.21～26.15ｍの変化があり、しか

もSS-O37南部同様に、SS-039北部で水田面標高の傾斜

が大きい。したがって、北部がさらに複数枚の水田面

に分割できた可能性は高いとしなければならない。

西側SD-041との間には、断続的ながら、幅40～９０

cm､比高差６cm前後の畦畔がある。SS-039の範囲では、

３箇所に水口が開くらしい。DV46区では南北の畦畔

が撹乱を挟んで東西に互い達いとなり、クランク状水

口の可能性を考えている。中水口は幅約60cm･水口部

ではSD-O41側へ傾斜する。埋土は上部の①層が、灰

黄色砂質シルトに、にぶい黄褐色砂質シルトの丸いブ

ロックと径１mm前後の砂粒が混じる。下部の②層は灰

黄褐色粘質土で、径１ｍｍ前後の砂粒を少量含む。上部

はにぶい黄褐色を呈する部分もある（図29-27)。北

水口は幅約40cm、やはりSD-041側に傾斜するらしい

が、埋土他の詳細は記録していない。

[SS-O49］

先に述べたように、調査時にはSS-039に一括して

いた北端部を新たに分離した。南側西半には、幅70cIn

前後、比高差１０ｃｍを超える畦畔がSS-039との間にあ

る。東側SS-037との間に畦畔は検出していない。西

側SD-041との間には、幅80cm前後、比高差約１０cmの

畦畔があり、北側SS-O40との間にも幅100cm前後、比

高差約４cInの畦畔が認められる。これらに画された水

田面は、東西推定約５ｍ、南北約２１ｍを測り、標高

は26.12ｍ･

南畦畔は東半が大きく開いて水口となるらしく、等

高線の走りから、SS-039側からSS-049への導水が窺え

る。北畦畔は西端で幅約150cmが開くが、詳細は記録

していない。

[SS-040］

DX49区に位置する。南側は幅１００cm前後、比高差

約５cmの畦畔でSS-O49と画され、それが東へも連続

し、幅約70cIn，比高差３cm前後の畦畔となり、西側

SD-O41との間にも、幅50cm前後、比高差１０cm前後の畦

畔が認められる。北側は調査区外で不明。結果、水田

面は東西約５ｍ、南北６ｍ以上となり、標高は2608

～26.10ｍ。

南畦畔の水口は既に述べている。東畦畔に水口は

開かない。SD-041との間には水口が複数開く。南端、

SS-O49と共有する位置に、幅約40cmの水口がある。傾

斜はSD-041側。埋土は上部の①層が暗灰黄色粘質土

で、径１mm前後の砂粒を含み、黄褐色粘質土がブロッ

ク状に混じる。そして下部の一部に②層の暗灰黄色粘

質土が認められる。中位にも､幅約30cmの水口が開く。

傾斜はSD-041側。埋土は上部の①層が、径１ｍｍ前後

の砂粒を多く含む黄褐色粘質土｡一部鉄分の沈着によ

り明黄褐色を呈する。下部の②層は、南端水口と同じ

暗灰黄色粘質土（図２９－２８．２９)。

[SSO43］

SD-041以西は、調査区西端を控え、東西幅最大で５０

cm程度を認めたに過ぎない。また、東西方向に南北を

区画するような畦畔を認められなかった。もちろん、

水口部にあたっていた可能性もあるが、明確に南北に

水田面を区切ることができず、一連の水田面として、

SS-043とする。それでも、水田標高に26.06～26.18ｍ

の変異があり、複数枚の水田であった可能性が高い。

SD-O41との間の畦畔は断続的ながら、幅約80cm、比

高差６～１７ｃｍを測る。２箇所の水口について詳細を

記録している。まず、DY47区南端部には、幅約50ｃｍ

の水口が開き、SS-043側に傾斜する。埋土は①層が暗

灰黄色砂質シルトに、明黄褐色砂質シルトの丸いブ

ロックと、径１mm前後の砂粒が混じる。②層は灰黄褐

色砂質シルトで、径１mm前後の砂粒が混じり、径１ｃｍ

前後の砂操も混じる。また、DY47区中位には、幅約

60cmの水口が開き、SS-043側に段状に傾斜する。埋土

は上部の①層が、先の水口と同じく、暗灰黄色砂質シ
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ルトに、明黄褐色砂質シルトの丸いブロックと、径１

mm前後の砂粒が混じる。段状に低いSS-043側上位の②

層は、径１mm前後の砂粒が混じる黄褐色砂質土。鉄分

の沈着により明黄褐色を呈する。最下部の③層は、１

mm前後の砂粒を少量含む黄褐色砂質シルトである（図

２９－３０．３１)。

[SS-O42］

調査区北西隅で、畦畔がクランク状になり、別水田

面の存在を予測させたため、水口部のみであるが、そ

の北に広がりの予測される水田をSS-042とする。

水口部は幅50cm以上。埋土は、径１ｍｍ前後の砂粒を

多く含む黄褐色砂質シルト（図29-32)。

②溝

検出した溝は、ＳD－００５．０２３．０４４．０４１の４条であ

る。以下、個別に詳述する。

[SD-005］

SD-005はＤQ４８．４９区で認めた、幅25～35cm程度、

深さ20cm弱、南北約５ｍに及ぶ溝。水口を介して

SS-OO4に連なり、その水口においては、SS-004から

SD-005への通水が示唆された。南端は撹乱で不明な

がら、SS-003北畦畔にぶつかって西に転じ、SS-009南

西隅部への導水が復元できる。つまり、SS-004から

SS-OO9への配水用水路と考えられる。

埋土は、上部の①層は、Ⅱ‐２－①層に共通する暗

灰黄色砂質土で、径１ｍｍ前後の砂粒を多く含み、それ

以下の粘質土粒をわずかに含む。下部の②層は黄褐色

砂質土で、径１mm前後の砂粒はほとんど含まず、それ

以下の砂粒がラミナ状に少し混じり、粘質土粒をやや

ａ：ＳＤ－ＯＯ５土層
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Ⅱ－４Ⅱ-2-②層の遺構と出土遺物

含み、しまりがある（図30-ａ)。

[SD-O23］

SD-023はＤＴ４６．４７区で出土した、幅70～１００cm、

南北約１０ｍに及ぶ溝｡畦畔上面からは深さ１５cmに及ぶ。

調査時には、撹乱北側をSD-22、南側をSD-23とした

が、SD-023と一括する。なお、南側１８次調査では該当

する遺構が存在せず、一帯の水田と同様、上層水田面

より上位で認識した可能性もある。しかし、１８次調査

SS-2の西端から派生していた可能性が位置的にわずか

ながらも残り、そのまま報告する。

東西両側のＩ畦畔は断続的で、それぞれの水口につい

ては、各水田で報告している。基本的にSD-O23へ東

西の水田から排水され北流し、底面の傾斜雲はSD-O23

側ながら、SS-026南畦畔にあたってSS-025北端を西へ

と通水していたと考えられる。

なお､撹乱以南の北端で､花尚岩製台石（図３１－５）

が出土している。

[SD-044］

DT46区に位置する。幅約１３ｍ、調査区内での南北

長は２，余、深さは３cm程度と浅い。検出標高に剛協

があるものの、南側18次調査SD-9と一連の溝である。

18次調査SD-8から18次調査ＳD－９．２５次調査SD-044を

経て、SS-024への導水が窺える。

[SD-O21］

ＤS４８．４９区に位置し、幅25～５０cmで長さ約４ｍ。

深さは畦畔上面からでも３cm程度と浅い。等高線の走

りから､SS-017からSS-027とSD-021への通水に分かれ、

そしてSS-020へと導水されたと考えられる。

ｄ：ＳＤ－Ｏ４１（DY47）土層

．

蕊燕農＝＝-す

ｅ：ＳＤ－Ｏ４１（DY49）土層

ｅ

素蕪蕊繍；

蕊扇垂'三＜皇三姦誇

０ 1ｍ

d’
-26.30ｍ

旦２６３０ｍ

図３０Ⅱ‐２－②層（上層水田）に伴う溝土居図（縮尺１/20）
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〔SD23〕

、Fニヒナ鐙３

埋土は、溝中央部では、径１ｍｍ以下の砂粒を含み、

全体にシルト質が強く、しまりのある黄褐色砂質土(図

30-ｂ）。南側水口部では、上部の①層が、径１ｍｍ前

後の砂粒をやや多く含み、シルト質土を少量含み、し

まりのある黄褐色砂質土。下部の②層が溝中央部の①

層に共通する、径１ｍｍ以下の砂粒を含み、全体にシル

ト質が強く、しまりのある黄褐色砂質土（図30-ｃ)。

[SDO41］

調査区の西端、ＤＹ４６～50区に位置する南北方向の

溝。若干東西に屈曲するが、ほぼまつすぐにのび、幅

80cm前後で、２５次調査区内では南北約21ｍに及ぶ。深

さは10～15cmで、溝底は北側に低い。南側18次調査で

はSD-24に該当し、１８．２５次調査を通じた南北長は４１

ｍ以上に達する。

両側は断続的な畦畔があり、東西の水田面と画され

るとともに、水口により通水している。それら水口に

ついては、既に画各水田面の報告で述べた。概ね、東

側の水田からは排水を意図した溝であり、西側の水田

へは導水用の溝と言える。

埋土は、南北２箇所で詳細を記録した。いずれも上

部は砂質が強く、下部はシルト質が強い。南側ＤＹ４７

区では、上部の①層が、径１ｍｍ前後の砂粒を含むに

(2)出土遣物

上層水田出土遺物には､中世の土師器､土師質土器、

瓦器、陶磁器の他、それ以前の土師器、須恵器、瓦、弥生

土器や､石器､鉄器がある。それらには､al層（Ⅱ‐２－①層）

として取り上げた溝埋土出土遺物、ａ２層（Ⅱ‐２－②層)と

して取り上げた畦畔部分出土遺物、そしてa3.4層（Ⅱ‐

２－②層）として取り上げた水田面以下の耕作土出土遺物

がある。以下、それぞれ報告する（表４)。

①溝（al層）出土の遺物

上記したように、溝出土遺物は、水田覆土出土遺

物と同じく、調査段階ではａｌ層（Ⅱ－２_①層）出土

〔SS15-SD22水口部〕 〔SD23〕

ぶい黄褐色砂質シルト。上部水田からの鉄分沈着に

より、全体に明黄褐色を帯びる。下部の②層は、径

１ｍｍ前後の砂粒をごく少量含む黄褐色シルト。北側

DY４８．４９区境界部では３層に分かれた。最上部の①

層は、径１ｍｍ前後の砂粒を多く含む黄褐色砂質シル

ト。上部水田からの鉄分沈着により明黄褐色を呈する

部分がある。その下の②層は暗灰黄色砂質シルトで、

径１mm前後の砂粒を少量含む。最下部の③層は、径１

mm前後の砂粒をごく少量含む灰黄色シルト。①．②層

と比べて粘性が強く、しまりがある（図３０－．．ｅ）。
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図３１Ⅱ‐２－②層溝（ａｌ層）出土遺物（縮尺１/3）
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として取り上げを行っていた。しかし、溝機能段階か

ら既に埋没していた部分と、水田廃絶時の埋土との区

別ができていない。ここでは、溝に付随する水口部分

も含めて、Ⅱ‐２－①層（al層）とは区別して、Ⅱ‐２

－②層出土遺物として報告する。提示遺物は９点（図

31、図版１３－６)。

[SD22水口部］

１．２は土師器坪または椀の口縁部。１は外傾して

のび、２は内湾してのび、口縁端部を丸く収める。

[SD23］

３は小型の土師器坪底部で、底面から一度上方へ立

ち上がり、反転して外傾する。４は瓦器坑底部。貼付

高台は断面三角形状を呈する。磨滅のため炭素の吸着

が残存していない。５は花商岩製の台石である。著し

く風化しており、非常に脆い。一部を磨面として使用

している。

[SD41］

６は小型の土師器坪底部で、底面から一度上方へ立

ち上がり、反転して外傾する。７は土師器塊底部。器

壁がやや厚く、幅広で低めの高台を有する。

８はSS-039との水口部から出土した、平底の土師器

坪底部。底面からそのまま緩やかに内湾して休部にい

たる。

９はSS-043との水口部から出土した白磁碗Ⅳ類で、

玉縁状を呈する口縁部。１２世紀後半。

②畦畔部（a2層）出土の遺物

畦畔部出土遺物で図化できたのは３点のみ（図

32)。１はDQ48区のＳＳ－００３．００９．０１０間畔から出土

した、柱状高台の土師器坪。底端部が肥厚し、一度内

傾した後に反転して外傾するもので､厚みがある。２．

３はDW46-１６．１７．２１．２２区のＳＳ-032.038間畔から

出土したが、検出レベルが高く、上位を掘り残した可

能性が高い地点である。２は、やや幅広で低い高台を

もつ土師器塊底部。３は土師質土器羽釜の内傾する口

縁部である。面をなす端部よりやや下方に断面三角形

状の突帯を貼り付けている（図版１３－７）。

③耕作土（a３．４層）出土の遺物

耕作土として取り上げた遺物の中にも、明らかに時

期が下がる遺物が存在した。DY47区畦からの近現代

陶磁器２点と、ＤＹ４９区畔からの近現代陶磁器１点で

ある。いずれも調査区西端の土居観察用畦出土遺物で

あり、撹乱部の掘り残しから出土した可能性が高く、

以下の報告では除外している。報告提示する遺物は2７

Ⅱ－４Ⅱ‐２‐②層の遺構と出土遺物

岸三笠芦J,三，
０ １０cｍ

１F震
い ３

図３２Ⅱ‐２－②層畦畔部（ａ２層）出土遺物（縮尺１/3）

点（図３３．３４、図版１３－８）。

ｌ～10は土師器。ｌは皿の上半部で、口縁端部は丸

く収める。２～６は平底の坪底部。底面から緩やかに

内湾して体部にいたるものと、一度立ち上がって外反

し、反転して内湾するものがある。４～６の底面には

回転糸切り離しの痕跡が残る。４の内面と外面の一部

には煤が付着し、灯火具として使用されていたとみら

れる。７～１０は塊底部。いずれも細く高い貼付高台で

ある。

１１～15は瓦器坑。１１は端部に丸みをもつものの、や

や尖り気味に収める口縁部◎径１ｍｍ大の石英・長石を

含むなど、胎土はやや粗い。１２～１５は底部。１２．１３は

断面三角形状の高台、１４．１５は断面低い方形状の高台

である。１２は内面見込みに斜格子状の暗文風ミガキを

施す。１３の高台は横ナデ調整されるものの、貼り付け

の仕上がりはいびつで、炭素の吸着はほとんど残って

いない。また、１５の焼成は須恵器に類似しているが、

器形から瓦器と判断した。

１６は白磁碗Ⅳ類で、玉縁状を呈する口縁部である。

１７はDU46区出土の土師質土器羽釜の脚部小片であ

る。他にもＤＹ４６区の南畔で土師質土器羽釜口縁部片

が１点出土しているが、ともに掘り残しが想定できる

地点である。

１８．１９は須恵器｡１８は口径･器高から壷蓋と判断した。

平らな天井部から緩やかに屈曲し、口縁部は直線的に

のびる。回転ナデにより端部内面はやや凹む。１９は短

頚壷の口縁部である。口縁部は内傾して短くのび、肩

部との境は明瞭である。

２０～26は石器。２０～23は砥石あるいは磨石である。

20は火山岩製の砥石で、全面が黄色く変色しており、

著しく磨滅している。上面の中心と考えられる部分が

よく使用されているが、上面縁辺部や下面も砥面とし

て使用された可能性が高い。２１は火山岩製で、上面を

砥面として使用した結果やや凹み、側面は成形時の鼓

打痕を残す。側面と破面には、それぞれ被熱により黒

－５１－
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表４Ⅱ‐２－②層出土遺物観察表

H１

ミR20057 1-2148

dj

SSO39-6DO41

(DY47)水1.1
８ 1-2150 恥 ３

３白 磁 １１縁部９ 腕

a2I静 坪R20074 r２１７５ ６

ａ２層R20076 r2１９２ ３

８ R20077 r2192

ＤＸ４７ H１Lj

r2231

R20100 DＱ４５ 蝿 H１

R20094 Izfウ

ａ３．４．

b１．２吋
６ R20108 r225R 底部卿 ３

３

Ⅱ－４Ⅱ‐２‐②層の遺構と出土遺物

３

３

1１ 瓦･器 H１

ａ３屑1２ H１

1３ 塊 ３

１．２２４２ EHR45 蝿 ６

ｌ５１Ｒ２００９２ ,．2227

白磁1６ R20106 1-2256 腕 §

３

1８ ３

1９ 3

。

2１ R201()３ §

H１

瓦

HＩ

－５３－

2６ ミ

1６

変する部分がある。２２は砂岩製の磨石で、馬平な円篠

を用いている。全面が磨滅しており擦痕は不明である

が、面は平滑である。２３は砂岩製の粗砥で、上下端は

破損している。著しく磨滅しているが、やや深めの擦

痕が認められる。２４は結晶片岩の石片。２５．２６はサヌ

カイトの剥片である。

２７は器種不明の鉄器。上端は銃が進行した後に破損

しているが、下端は銃が進む前に破損したのか、本来

の形状を留めているのか、現状では判別できない。輪

のような形状が想定でき、断面は方形を呈する。
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(3)小結

調査で検出・認識した水田遺構は上述報告の通りで

あるが、そこでも指摘したように、本来の上層水田面

に達していない範囲が狭くない。調査区東辺のSS-001

～００４やSD-005周辺では、総じて検出水田面標高が高

く、一部では北側に高くなる箇所もあり、掘り足りて

いないまま遺構検出に及んだ可能性が考えられる。ま

た、調査区南辺一帯も、南側の18次調査北辺より高い

位置で上層水田面を把握しており、やはり掘り残した

まま、より上位の痕跡を遺構としてしまった可能性が

高い。

出土遺物についても、Ⅱ‐２－①層と同じ土師質土

器羽釜が畦畔部分で１点、耕作土で２点を数える。こ

のうち、畦畔部出土は13世紀後半～１４世紀前半に位置

づけられる（図３２－３)。しかし、いずれの土師質土

器羽釜も１８次調査上層水田面と比べて、やや水田検出

が高い位置の出土で、掘り残しの可能性が高い。これ

らを除くと、高台の倭小化した瓦器坑が定量存在する

ことから、１３世紀代までは水田耕作時期の下限が遡る

と考えられる。

５Ⅱ－２‐③層（中層水田覆土）と出土遺物

調査時にｂｌ層としたⅡ‐２－③層は、中層水田の覆

土層で、Ⅱ‐２－②層下の、砂粒・砂喋を多く含む黄

褐色砂質シルトである。出土遺物には､中世の土師器、

土師質土器、瓦器、陶磁器の他、それ以前の土師器、

須恵器、瓦、弥生土器や、石器、鉄器がある。これら

『
、

、

、
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図３５Ⅱ‐２－③層（ｂｌ層）上部出土遺物（縮尺１/3）

は､Ⅱ‐２－①層同様､上部は城北団地区割にしたがい、

５ｍ区画で遺物を取り上げ、水田畦畔検出後には、水

田区画単位で遺物を取り上げた。以下、前者をⅡ‐２

－③層上部、後者をⅡ‐２－③層下部として､報告する。

また、石器・鉄器については、上部と下部を一括して

報告する（表５)。

(1)Ⅱ‐２－③層上部出土遺物

Ⅱ‐２－③層上部以下で取り上げた遺物中には、土

師質土器羽釜はもう認められない。それ以外、１４世紀

以降に下がるような遺物は、わずかに１点あるのみ。

撹乱の残るDR46区出土で、中世でも新しいとみられ

る、内外面ナデ仕上げの須恵質陶器片である。紛れ込

みと判断した。

図化した遺物は１２点（図35)。

１～６は土師器。１は塊または杯の口縁部。緩やか

に内湾する体部から口縁部にいたり、端部を丸く収め

る。２．３は平底の坪底部。底部から緩やかに湾曲し

て休部にいたり、２は底面に回転糸切り離しの痕跡を

残す。４．５は塊底部で、高台断面形状は幅広でやや

低い三角形。６は小皿の上半部。やや厚く、端部を丸

く収める。

７は端部を尖り気味に収める薄い青白磁。輪花皿の

口縁部とみられる。位置的に上部からの紛れ込みの可

能性もある。８は白磁碗体部片。この他、ＤＷ４９区で

も白磁体部小片１点が出土している。

９は須恵質陶器謡の胴部か。横ナデによる段差が顕

－５４－
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(2)Ⅱ‐２－③層下部出土遣物

Ⅱ‐２－③層下部で取り上げた遺物中にも、ほとん

ど紛れ込みはない。唯一、ＤＹ５０区のSS-129出土とし

た中に、近現代の施粕陶器片があるのみで、これは調

査区北側の土層観察用畔を控え、撹乱が混在した可能

性が高いと判断し、Ⅱ‐２－③層の時期を決める資料

からは除外した。なお、調査区東壁際で、Ⅱ‐２－④

層遺物を一部含む可能性がある。

図化した遺物は24点（図36、図版１３－９)。

１～１６は土師器。１～４は塊または杯の口縁部。１．

２は口縁部に横ナデを施し、端部を外方へやや屈曲さ

せる。３は口縁部に横ナデを施し、端部は上方へのび

２０cｍ

図３７Ⅱ‐２－③層（bl層）出土遺物一石器・鉄器一

（縮尺2/3）

図３６Ⅱ‐２－③層（bl層）下部出土遺物（縮尺1/3）

著で、外面には煤が付着している。

１０～１２は須恵器。１０は小片ながら、つまみをもつ蓋

の口縁部とみられる。１１は杯身。やや長い立ち上がり

をもつ。１２は坪口縁部。内外面とも丁寧な回転ナデを

施し、胎土は精良。
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表５Ⅱ‐２－③層出土遺物観察表
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５

白磁 曲、
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、

1-3161

る。４は緩やかに内湾する体部から口縁部にいたり、

端部を丸く収める。５は小型塊の上半部。あるいは耳

皿の可能性も残る。６～９は杯底部。６は底径４～５

ｃｍと小型。平らな底部からいったん立ち上がるもの

で、厚みがある。７～９はやや大型の底部。底部から

緩やかに湾曲して体部にいたる。９は底面に回転糸切

り離しの痕跡を残す。１０～１６は貼付高台を有する塊の

底部である。高台の断面形状は、細くて高い逆台形、

少し幅広でやや低い逆台形、幅広でやや低い三角形が

ある。

１７は瓦器坑口縁部である。横ナデにより口縁部はや

や尖り気味になる。

１８は玉縁状を呈する白磁碗Ⅳ類の口縁部。１９は青白

磁碗底部。内面見込み部分に２条の沈線をめぐらす

が、下方の沈線は途中で消失する。胴部外面下半およ

び高台は露胎。

２０．２１は土師質土器鍋。２０はやや外反する口縁部

で、端部は面をなす。２１は休部上半である。口縁部か

らの変換は緩やかで、破片の外面上半には煤が付着し

ている何
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２２～24は須恵器。２２は坪身で、わずかに内湾する。

23は直線的にのびる杯休部。２４は長頚壷の頚部で、肩

部との境は緩やかに屈曲する。

(3)Ⅱ‐２－③層出土石器。鉄器

石器４点、鉄器２点を報告する（図37)。１．５．

６が上部出土で、他は下部出土。

１～４は石器。１はサヌカイト製石鍍である。凸基

式で、細かい剥離を縁辺部に施す（図版１４－１）。２

はサヌカイトの剥片、３は赤色頁岩の剥片、４は璃瑠

の剥片である。

５．６は鉄器。５は３辺を破損するが、断面が三角

形状を呈し、刀子の可能性がある。６は鑓と考えられ

る。一方の端部は欠損しているものの、長くはのびな

いと推定されるため、釘である可能性も考えたが、両

Ⅱ－６Ⅱ‐２－④層の遺構と出土遺物

先端部が屈曲し、その横断面形が肩平であることから

鍵と判断した。基本的に横断面は方形を呈する。

(4)小結

Ⅱ‐２－②層（上層水田）まで紛れ込んでいた土師

質土器羽釜は全くみられず、Ⅱ‐２－③層による中層

水田の埋没は、１３世紀後半以前に遡る。その中で、底

部に回転糸切り痕を残す土師器杯（図３６－９）や、細

く高くなった高台の土師器塊、そして玉縁状を呈する

白磁碗Ⅳ類（図36-18）から、１２世紀末葉から１３世紀

前葉に位置づけられる。やや開き気味で密でない内面

ミガキの和泉型瓦器塊（図36-17）も１２世紀後半に降

り、後述するⅡ‐２－④層から⑤層でも、さらに新相

の瓦器塊がみられ、Ⅱ‐２－③層も12世紀後半以降に

降ると考えられる。

６Ⅱ-2-④層（中層水田）の遺構と出土遺物

Ⅱ‐２－④層は、調査時にｂ２～b4層とした、黄褐色

砂質シルト。径１mm前後の砂粒を多く含む。下部は鉄

分の沈着により、明黄褐色を呈する。土層図では、Ⅱ

-2-⑤層と一括しているが、調査段階では撹枠を受け

た上部を水田耕作土であるⅡ‐２－④層、以下の顕著

な撹枠がみられず砂質の強い土居をⅡ‐２－⑤層とし

て掘り分けを行った。なお、調査区東壁でⅡ‐２－④

層中に水田面とみられる層界を認めたが、西側への広

がりはほとんどみられなかった。

(1)遺構

Ⅱ‐２－③層掘り下げながら、畦畔で区画された水

田遺構を検出した。概ね方形の水田区画が調査区内全

域に並び、調査範囲内で水路などは認められない。南

北に５列、東西に９列である。ただし、最北の東西列

はわずかな範囲を水田面と認めたのみで、南側の畦畔

の位置から便宜的にSS-129と130に区分したが、間に

畦畔は検出できなかったため、以下の報告ではSS-129

に一括する。また、最東の南北列は当初畦畔を十分認

識できないまま、南北にSX-l32としていたが、西側

の水田面の並びや一部認めたl畦畔から、西側同様の

水田が並ぶとみて、報告にあたって、南からSS-l33

～136とした。ただし、東壁土層との対一応から掘り下

げすぎた可能性がある。同様に最西の南北列も、当

－５７

初SS-l31と一括していたのを、報告にあたっては、

SS-137～139とする。以上から、調査範囲においては、

SS-101～129,133～139の計36面の水田面を認めたこ

とになる（図３５．３６、巻頭図版１、図版４．５）。

①水田

Ⅱ‐２－④層上面で認めた水田は36枚。およそ南東

方向から北西方向へと傾斜し、その比高差は、最大で

も20cm弱である。

[SS-101］

調査区南東隅付近の南壁際､DR45区を中心とした、

幅20～40cm、東西長約75ｍで出土した。南側１８次調

査の中層水田SS-lllと同じ水田に相当する。水田面

の標高は2617ｍ前後。東端は辛うじて水田隅部にあ

たり、南北畦畔が南に延びるらしい。北側は幅50cm前

後、比高差１ｃｍ程度の畦畔でSS-108と区画され、西

側は幅約60cm、比高差約２cmの畦畔でSS-lO2と画され

ている。ただし、この西側を画する|畦畔は、１８次調査

と25次調査で１ｍ以上のずれがある。SS-101から北の

SS-108､115と水田面の標高がやや北に延びる尾根状に

高い現状となっている。

北側畦畔中央部には幅約30cmの水口が開き､SS-101か

らSS-lO8へ傾斜する。埋土はオリーブ褐色砂質土で、

径５mm以下の砂粒・砂喋を多く含み、砂質が強い。シ

ルト質土もラミナ状に少量含む（図４０－１）。
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能性がある。水田面の標高は、2612ｍ前後。

畦畔は北西隅部で途切れ、西側SS-103、北側SS-109

との水口部となっている。ともに幅約70cmで、前者は

SS-lO3側へ、後者はSS-109側に傾斜･する。埋土も共通

し、オリーブ褐色砂質土で、径２mm以下の砂粒を少量

含み、シルト質土がやや多く混じり、粘性がややある

(図４０－２．３)。
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[SS-102］

ＤS４５．４６区に位置し、南北幅１ｍ前後、東西長約

2.5ｍを調査区内では検出した。東側は幅約60cm、比

高差４cm前後の畦畔でSS-101と、西側は幅約50cm、比

高差約４cmの畦畔でSS-103と、そして北側を幅約60cm、

比高差約４cmの畦畔でSS-109と画されている。１８次調

査の中層水田SS-112と一連の水田面であるが、SS-101

で先述したように、東側畦畔がより東側に位置した可
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[SS-103］

DT46区を中心に位置し、南北１２～1.8ｍ、東西約５

ｍを調査区内で測る。水田面の標高は2611ｍ前後。

東側SS-lO2とは幅約50cm、比高差約３cmの畦畔、西

側SS-104とは1幅約70cm、比高差４～５cmの畦畔、北側

SS-111とは幅50cm前後、比高差約４cmの畦畔で、それ

ぞれ区画されている。１８次調査では、後述する25次調

査SS-104とともに、SS-113として東西幅約６ｍの水田

とする。しかし、１８次調査のSD-lO3を挟んだ南側で

はSS-１０９．１１０に２分割されていること、SS-113の東

西に水口が開くこと、さらに25次調査のSS-１０３．１０４

以北で一貫して同じ位置に畦畔が認められることか

ら、１８次調査SS-ll3が本来は東西に２分されていた可

能性が高いとみる。

東側畦畔北端に水口が開くが、これはSS-102で既に

記した。北側畦畔の東西２箇所にも水口が開き、その

間の畦畔はやや幅が狭い。東側水口は幅約30cm・西側

水口は幅約120cm・いずれもSS-110側に傾斜し、埋土

はともに暗灰黄色砂質土。径１mm以下の砂粒が多く混

じり、砂質が強く、シルト質土がラミナ状に少量混じ

る（図４０－４．５)。

[SS-104］

ＤＵ・DV45に位置し、中央部に演習用蓮壕の撹乱が

及ぶが、南北２ｍ前後、東西約4.2ｍの広がりを確認

した。水田面の標高は26.11ｍ前後。東側は幅約70cm、

比高差５cm、西側は幅約60～９０cm、比高差約３cm，

北側は幅約70cm、比高差約４cmの畦畔で、それぞれ区

画されている。１８次調査SS-113の西半部にあたる。た

だし、１８次調査SS-113西側畦畔とSS-lO4西側畦畔に

は50～１００cmのずれがある。

水口は２箇所確認した。西側畦畔中央部の水口は幅

約40cm、SS-lO4側に傾斜する。埋土は上部の①層がオ

リーブ褐色シルトで、径１mm前後の白色砂粒と小指先

程の不定形炭化物を含む。また､SS-lO4側の下部には、

①層より粘性の強い、②層のオリーブ褐色シルトが堆

積する。あるいは、上記した１８次調査SS-ll3西側畦と

のずれが、本来畦畔部であった②層を掘りすぎた可能

性もある。北側畦畔の東端が幅約60cm途切れ、水口と

なる。傾斜はSS-lll側。埋土は、上部の①層が暗灰黄

色シルトで、径１ｍｍ前後の砂粒が混じる。下部の②層

は暗灰黄色シルト（図４０－６．７)。

[SS-105］

ＤＶ・ＤＷ４５区に位置し、南北約２２ｍ，東西約５

Ⅱ－６Ⅱ－２－④層の遺構と出土遺物

ｍの広がりを調査区内では確認した。南側１８次調査

SS-ll7は、２５次調査SS-105・’０６を併せた東西１２ｍ弱

の広がりをもつが、２５次調査ＳS-105.106以北でも、

水田・畦畔が整然と並び、１８次調査SS-ll7が本来東西

に２分されていた可能性を考慮し、２５次調査検出の遺

構を報告する。

水田面の標高は26.10ｍ前後。東側は幅約60～90cm、

比高差３～４cmの畦畔でSS-lO4と、西側は幅約60cm、

比高差約２cmでSS-lO6と、北側は幅約60cm、比高差約

２～３cmの畦畔でSS-112と、それぞれ区画されている。

東側畦畔の水口については、先のSS-104で述べた。

一方、北側畦畔は、東端と西寄りに水口がある。前者

は幅60cm以上となるが、西側を塑壕で撹乱され詳細不

明。後者は幅約30cmで、明確な傾斜をもたない。埋土

は、上部の①層が径１ｍｍ前後の砂粒を多く含む黄褐色

砂質シルト。SS-112側下部の②層が径１mm前後の砂粒

をごく少量含むオリーブ褐色砂質土（図４０－８)。

[SS-106］

SS-lO6は、ＤＷ・ＤＸ４５区で検出した。南側は、１８次

調査区SS-ll7の西半にあたる。調査区内では、南北約

25ｍ､東西約6.5ｍを測る｡水田面の標高は26.10ｍ前後。

東側に幅約60cm、比高差約２cmの畦畔があり、西側は

幅詳細不明ながら比高差約４cmの畦畔、北側は幅約９０

cm、比高差約１～２cmの|畦畔で区画されている。

北側畦畔の東端近くに、幅約30cmの水口が開く。傾

斜･はSS-lO6側。ただし、水口部付近が全体に窪地状

である。埋土は、上部①層が径１mm前後の砂粒を多く

含むオリーブ褐色シルトで、SS-113側下部の②層が砂

粒をあまり含まないオリーブ褐色シルト（図４０－９)。

西側畦畔は、戦前の演習用塑壕の撹乱を挟んで検出

し、幅１ｍを超える一体のものと当初みていたが、南

側18次調査ＳS-117.118間の畦畔が幅40cm程度と狭い

ことから、水口部分で東西に段差を有する畦畔であっ

たと復元する。なお、北端にも別の水口が開いている

が詳細不明。

[SS107］

DY45区を中心に調査区南西隅部でSS-lO7が出土し

た。調査区内では、東側を幅50cm以上、比高差約５ｃｍ

の畦畔で、北側を幅約50cm，比高差約５cmの畦畔で区

画された、南北約4.5ｍ、東西約3.5ｍの広がりを確認

した。南側18次調査SS-ll8と同じ水田である。水田面

の標高は、２６．１０ｍ前後。

東側畦畔の水口については既に述べた。北側畦畔の

－６１－
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中央やや東寄りに幅約40cmの水口が開く。SS-114側に

大きく傾斜する。埋土は、上部の①層が黄褐色砂質シ

ルトで、径１mm前後の砂粒が多く混じる。また下部の

一部に②層のオリーブ褐色シルトが堆積する（図40-

10)。

[SS-133］

最初に述べたように、調査区内最東部は水田面検出

幅も狭く、南北を区画する畦11半を明確にできなかった

部分もあったため、調査段階では、西側の畦畔以東を

一括してSX-l32としていたが、微弱ながら畦畔の盛

り上がりが西側の水田並びと同じ位置に認められ、そ

れぞれ１枚の水田面と見て、南からSS-133～136とす

る。ただし、少し掘り下げすぎている。

SS-133は、調査区南東隅部ＤQ４６．４７区に位置し、

東側は調査区外へと広がる。南側は幅60cm以上、比高

差約２cmの畦畔があり、西側は幅約１００cm、比高差約

３～４cmの畦畔でSS-108と画され、北側は幅約90cm，

比高差約３cmの畦畔でSS-134と画され､東西２ｍ以上、

南北55ｍを測る。水田面の標高は、26.14ｍ前後。

南側畦畔の西端が途切れ幅約60cmの水口となる。１８

次調査SS-lllのさらに東側に想定される水田面からの

導水が水口部の傾斜から窺える。

[SS-108］

DR46区を中心に検出した。南側を幅50cm前後、比

高差２～３cmの畦畔でSS-lO1と画し、東側は幅約１００

cm、比高差２～３cmの畦畔でSS-133と画し、西側は

幅50cm前後、比高差約２cmの畦畔でSS-lO9と画し、

北側には幅70cm前後、比高差２～３cmの畦畔があり、

SS-ll5と画されている。結果、水田面の広がりは、

東西約67ｍ、南北約６ｍを測り、水田面の標高は、

26.15ｍ前後とやや高い。ただし、南側のSS-101・ｌＯ２

間の畦畔がより東側にあった可能性を想定したことに

伴い､SS－１０８．１０９間の畦畔が本来はより東側に位置し

た可能性も考慮される。

東辺の畦畔に水口は確認できなかったが、他は水口

が開く。南側畦畔中央部にはSS-101からの導水用の水

口が開くが、詳細は既に述べた。西側畦畔には、中央

やや南寄りと北端にそれぞれ水口が開く。前者は幅８０

cm以上で、SS-109側に傾斜する。後者は幅約120ｃｍと

広く、やはりSS-lO9側に傾斜する。埋土は、いずれ

もオリーブ褐色砂質土で、径１ｍｍ前後の砂粒を含み、

シルト質土をラミナ状にやや多く含んで粘性がやや

ある。ただし、前者ではやや砂質が強い（図4０－１１．

Ⅱ－６Ⅱ－２－④層の遺構と出土遺物

１２)。北辺の畦畔も東端幅約２ｍが途切れ水口をなす

が、ちょうど撹乱が大きく及び、埋土等の詳細は記録

していない。

[SS-109］

ＤS４６．４７区に位置する。東西約2.5ｍ、南北約６ｍ

を測る、南北に細長い水田面である。水田面の標高は

現状で2613ｍ前後。先述したように、東側の畦畔が

さらに東であった可能性が残り、水田面自体若干掘り

下げすぎた可能性もある。

南側は幅約60cm、比高差２～３cmの畦畔でSS-lO2と

画されるが、西端に水口が開く。これについては既に

詳細をSS-102で述べた。東側畦畔は幅50cm前後、比高

差４～５cmを測り、南北２箇所に水口が開くが、これ

についても既に述べた。西側は幅70cm前後、比高差約

３～４cmの畦畔でSS-llOと区画されている。ちょう

ど中央部に撹乱が及び、その両側で畦畔幅の減少がわ

ずかながらあり、撹乱範囲に水口が存在した可能性が

ある。北側は幅60cm前後、比高差約３cmの|畦畔が一部

残るが、東側を掘りすぎたことから水口幅の詳細は不

明。また、SS-109水田面が北部で、東側SS-108、北側

SS-ll6とやや段差をもった状態となっており、水田面

を掘りすぎた可能性がある。

[SS-110］

ＤＴ４６．４７区を中心に位置し、東西約5.5ｍ、南北約

5.5ｍを測る。水田面の標高は26.12ｍ・南側は幅50ｃｍ

前後、比高差４～５cmのl畦畔でSS-103と画され、東

側は幅70cm前後、比高差約３～４cmの畦畔でSS-lO9と

区画され、西側は幅60cm前後、比高差約４cmの畦畔が

SS-111との間にあり、北側は幅約120cm、比高差２～

３cmの畦畔でSS-ll7と区画されている。なお、北西隅

部の|畦畔は島状となっている。

各辺畦畔にはそれぞれ水口が開くが、南片と東辺に

ついては既に述べた。西辺は北部に幅約150cmの水口

が設けられている。一部掘り過ぎた箇所もあるが、

SS-111側に傾斜している。埋土は、上部①層が径１ｍｍ

前後の砂粒を多く含む黄褐色砂質シルトで、下部の②

層が径１ｍｍ前後の砂粒を少量含むオリーブ褐色シル

ト。あるいは②層が畦畔の一部を構成していた可能性

もある（図40-13)。北辺は東西両端が水口となり、

いずれもSS-ll7側に傾斜する。東端水口は幅約90cm・

埋土はオリーブ褐色砂質土で、径３mm以下の砂粒・

砂喋を多く含み砂質が強いが、シルト質土も少し混じ

る。西端水口は幅約60cmで、埋土は上部①層が径１ｍｍ

－６３－



前後の砂牒を多く含む黄褐色砂質シルトで、SS-117側

下部に②層のオリーブ褐色シルトがある（図40-14.

15)。

[SS-111］

ＤU４６．４７区に位置する。南側は幅約70cm，比高差

約４～５cmの畦畔で、東側は幅60cm前後、比高差約５

cmの畦畔で画され、東北隅部は島状の畦畔があり、西

側を幅80cm前後、比高差約３～４cmの畦畔で、北側を

幅約50cm、比高差約２cmの畦畔でそれぞれ画され、東

西3.5～3.8ｍ､南北5.5～６ｍを測る。水田面の標高は、

26.14ｍ・

各辺畦畔に水口が開くが、南辺と東辺については、

SS-104あるいはSS-llOで既に詳述した。西辺は中央部

を若干掘りすぎて畦畔をとばしてしまった範囲が大き

いが、南端と北端にそれぞれ水口が開く。南端水口は

幅約50cmで、SS-112側に傾斜する。埋土は上部に①層

の径１mm前後の白色砂粒を含む黄褐色砂質シルトがあ

り、SS-111側下部に②層の黄褐色シルトがみられる。

北端水口は幅約40cmで、やはりSS-ll2側に傾斜する。

埋土は、上部①層が径１mm前後の砂粒を含むオリーブ

褐色砂質シルトで、下部に②層のオリーブ褐色シルト

がある（図４０－１６．１７)。

北辺は、北東部が島状に大きな畦畔部となり、畦畔

自体東西1.5ｍ程度で、その両側に水口が開く。東水

口は幅約１００cmで、SS-118側に明確な傾斜が認められ

る。埋土は、SS-ll8側上部に①層の径１mm前後の砂粒

を含むオリーブ褐色砂質シルトがあり、SS-111側下部

に②層のオリーブ褐色シルトが堆積する。西水口は

幅約90cmで、傾斜は微弱ながらSS-118側。埋土は、

SS-111側最上部に①層の、径１mm前後の砂粒を含む黄

褐色シルトがあり、その下SS-ll8側上部に②層の、

径１mm前後の砂粒を少量含む暗灰黄色シルトがあり、

最下部に③層のオリーブ褐色シルトが堆積する（図４０

－１８．１９)。

[SS-112］

ＤV４６．４７区、ＤＷ４６．４７区にまたがり、東西62～

6.5ｍ，南北約5.3ｍを測るが、中央部に戦前の演習用

塑壕の撹乱が大きく及んでいる。水田面の標高は、

26.10～１１ｍ・南側は幅約60cm、比高差約３cmの畦畔で

SS-105と画され、東側は幅80cm前後、比高差約４cmの

畦畔でSS-111と画され、西側は幅約60cm、比高差約４

cmの畦畔でSS-113と画され、そして北側は幅50～７０

cm，比高差約４cmの畦畔でSS-ll9と画されている。

南辺と東辺の水口部については既に詳細を触れた。

西畦畔には､中央やや北寄りに水口が開く。幅約40cmo

SS-ll3側に傾斜する。埋土はオリーブ褐色砂質土で、

２mm以下の砂粒を多く含み、砂質が強い。ただしシル

ト質土もやや含み、しまりがある（図40-20)。

北畦畔は断続的で、東・中・西の３箇所に水口が開

く。東水口は西側に撹乱が及び、幅の詳細不明。埋土

は、SS-ll9側最上部に①層のオリーブ褐色シルトがあ

り、その下に、径１ｍｍ前後の砂粒と不定形な炭化物を

含む黄褐色シルト（②層)、径１mm前後の砂粒を多く

含む黄褐色砂質士（③層)、そして②層と同じ黄褐色

シルト（④層）が堆積する。中水口は幅約60cm、底面

の傾斜･はSS-112側。埋土はオリーブ褐色砂質土で、径

２mm以下の砂粒を多く含み、シルト質土の混在は少な

く、砂質が強い。西水口は幅約60cmで、SS-119側に傾

斜する。埋土は中水口部と同じオリーブ褐色砂質土な

がら、シルト質土をやや含み、しまりもややある（図

40-21～23)。

[SS-113］

ＤＷ４６．４７区、ＤX４６．４７区にまたがり、中央部に

戦前の演習用塑壕の撹乱が大きく残るが、東西約６

ｍ、南北約5.5ｍを測る。南側は幅約90cm、比高差約

２cmの畦畔でSS-lO6と画され、東側は幅約60cm，比高

差４～５cmの畦畔でSS-ll2と画され、西側は幅60cm前

後、比高差約４cmの|佳畔でSS-114と画され、そして

北側は幅50～７０cm、比高差３～４cmの畦畔でSS-l20

と画されている。水田面の標高は2610ｍ前後。

各辺畦畔には水口が開くが、南畦畔については

SS-106で、東畦畔についてはSS-112で既に述べた。西

畦畔は､南隅部でSS-lO7との水口をなすとみられるが、

撹乱により詳細は不明。また、中央部にSS-ll4との水

口が開く。幅30cm弱でSS-114側に傾斜する。埋土は、

上部に①層の黄褐色砂質シルトがあり、径ｌ～２ｍｍ

の砂粒が多く混じる。また、SS-114側下部には、②層

のオリーブ褐色シルトがみられる（図40-24)。北畦

畔も東西両端が水口をなす。東水口は幅40cm以上で、

SS-l20側に傾斜･する。埋土は、径２mm以下の砂粒を多

く、シルト質土を少し含んで砂質が強いオリーブ褐色

砂質土。西水口は幅約30cnloSS-120側に大きく傾斜す

る。埋土は、上部に①層の、径１mm前後の砂粒を多く

含む黄褐色砂質シルトがあり、SS-l20側下部に②層の

オリーブ褐色シルトが堆積する（図４０－２５．２６)。
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[SS-114］

ＤＸ・ＤＹ４７区にあり、東西3.5ｍ、南北4.5ｍを測り、

水田面の標高は26.08ｍ前後。南側SS-lO7との間には

幅約50cm，比高差約７cmの畦畔、東側SS-ll3との間に

は幅60cm前後、比高差５cm前後の畦畔、西側SS-l37

との間には幅60cm前後、比高差約３cmの畦畔、北側

SS-l21との間には幅60cm前後、比高差約６cmの畦畔で

それぞれ区画されている。

南側と東側の畦畔にはそれぞれ１箇所水口が開く

が、これらは既に詳細を述べている。一方、西畦畔は

北半に認められるが、その南端に撹乱が及ぶため、水

口が存在することは確実ながら、詳細不明。SS-137側

に導水していたと推測できる。また、北畦畔には水口

が開かない。

[SS-137］

調査区東端と同じく、西端も狭い範囲での水田面検

出から、調査時には南北に通してSS-131と一括してい

た。しかし、東側の水田並びから推して、同様の並び

が存在した可能性が高いとして、南からSS-l37～１３９

として報告することとした。

SS-137は、SS-ll4の西に隣接する。調査範囲内で認

めた広がりは、東西幅30cm前後にすぎない。水田面の

標高は26.06,.幅60cm前後、比高差約４cmの畦畔で

SS-114と画され､南側には水口が存在したとみられる。

一方、北側のSS-138との間の畦畔は調査範囲内では認

められず、東端が水口部に相当するとみられる。

[SS-134］

調査区東辺、ＤQ４７．４８区に位置し、東側は調査区

外へと広がる。調査範囲内で検出した広がりは、東西

1.5～1.8ｍ､南北43ｍ､水田面の標高は2614ｍ前後だが、

やや掘り下げすぎている。南側は幅60cm以上、比高差

約３cmの畦畔､西側は幅約80cm､比高差約５cmの畦畔、

北側は幅約50cm、比高差約１cmの微弱な高まりでそれ

ぞれ区画されている。

水口は、西畦畔北端で幅約30cm、傾斜はほとんどな

い。埋土は、SS-115側上部の①層が、径１ｍｍ以下の砂

粒を多く含み砂質が強いオリーブ褐色砂質土。そし

て、SS-l34側下部に②層の、径１mm以下の砂粒を少量

含み、シルト質が強く、ややしまりのあるオリーブ

褐色砂質土がある。鉄・マンガン分の沈着もみられ

る。あるいは、②層が畦畔部の可能性もある（図41-

27)。

Ⅱ－６Ⅱ－２－④層の遺構と出土遺物

[SS-115］

DR47区を中心に広がり、東辺約45ｍ､西辺約37ｍ、

東西約5.8ｍを測る台形状。水田面の標高は26.15ｍ前

後と、南側のSS-lO8とともに東西両側より高い。南側

SS-108との間には､幅70cm前後､比高差約５cmの畦畔、

東側SS-l34との間には幅約80cm､比高差約５cmの畦畔、

西側SS-116とは幅約40cm、比高差約２cmの畦畔で、北

側SS-122とは幅50～80cm、比高差２～４cmの畦畔で、

それぞれ画されている。

東畦畔北端、南畦畔東端にはそれぞれ水口が開く

が、これらについては既に述べた。西畦畔南半は掘り

すぎたため、水口の詳細は不明。北|畦畔には東西両側

に水口が開く。東水口は幅約40cmでSS-122側に傾斜す

る。埋土はオリーブ褐色シルトで、径１mm以下の砂粒

を含み砂質が強いが、シルト質土もやや多く含む。西

水口は幅約50cmで、やはりSS-l22側に傾斜する。埋土

は、オリーブ褐色砂質土で、径２mm以下の砂粒を多く

含み砂質が強く、シルト質土を少し含む（図41-28.

29)。

[SS-116］

ＤS４７．４８区に位置し、東西約2.5ｍ、南北約3.8ｍを

測る。水田面南半はやや掘りすぎた可能性が高く、

本来の水田面標高は26.15ｍ弱。南側は幅60cm前後、

比高差約２cmの|畦畔が一部残るが、詳細不明。東側

は北半に幅約40cm、比高差２～３cmの畦畔があり、

西側も北半に幅約60cm、比高差１cm弱の畦畔があり、

北側には東半に幅約40cm、比高差約３cmの畦畔が残る

が、西半は微弱な幅50cm程度の高まりがある。南側の

SS-102・’０９とともに、平面検出・掘り下げにおいて

異なった可能性が残る。水口も、南北に想定されるが

詳細不明。

[SS-117］

ＤS４７．４８区、ＤT４７．４８区に位置し、東辺約3.5ｍ、

西辺約45ｍ、東西約７ｍを測る台形状。水田面の標

高は26.11ｍ弱。南側を幅約120cm、比高差約３cmの畦

畔でSS-110と、東側を幅約40cm、比高差約３cmの畦畔

でSS-ll6と、西側は幅60～80cm、比高差約１cmの畦畔

でSS-ll8と、そして北側は幅約50cm、比高差約１cmの

l畦畔でSS-124と画されている。

東畦畔の水口は詳細不明。SS-110との南畦畔の水口

は記述済み｡西畦畔は南端に水口が開く。幅約50cmで、

SS-ll8側に傾斜。埋土は、上部の①層が黄褐色砂質シ

ルトで、径１mm前後の砂粒を多く含む。また下部の②
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層はオリーブ褐色シルトで、砂粒をほとんど含まない

(図41-30)。

[SS-118］

ＤU４７．４８区に位置し、南側を幅約50cm、比高差約

３cinの畦畔で、東側を幅60～８０cm、比高差約２cmの

畦畔で、西側を幅約40cm、比高差４～５cmの畦畔で、

そして北側を幅60cm前後、比高差１～２cmの|畦畔でそ

れぞれ区画されている。結果、東西約3.5ｍ、南北約4.2

ｍを測り、水田面の標高2609～26.10ｍ・

南畦畔の東西水口はSS-lllで、東畦畔の南端水口

についてはSS-ll7で、既に述べた。西畦畔にも北端

近くに、幅約70cmの水口が開く。底面はほとんど水

平。埋土は、上部に部分的に、①層の径１mmの砂粒を

多く含む黄褐色砂質土があり、下部に②層のオリーブ

褐色シルトが堆積する（図41-31)。北畦畔は東西両

端が水口として開く。東端水口は幅約60cmで、大きく

SS-125側に傾斜する。埋土はオリーブ褐色シルトで、

明黄褐色シルトの丸いブロックを少量含み、径１mm前

後の砂粒と不定形炭化物を含む。西端水口は幅約100

cmと広く、わずかにSS-l25側に傾斜する｡埋土はオリー

ブ褐色砂質土。一部明黄褐色で、径１ｍｍ前後の砂粒を

少量含む（図４１－３２．３３)。

[SS-119］

ＤＶ４８区を中心に位置し、北辺約4.8ｍ、南辺約６２

ｍ、南北５～5.5ｍの台形状を呈する。水田面の標高

は2609ｍ前後。南側は幅50～70cm、比高差約４cmの

畦畔でSS-ll2と、東側は幅約40cm、比高差４～５cmの

畦畔でSS-118と、西側は幅約70cm、比高差約１cmの畦

畔でSS-l20と、そして北側は幅70～80cm、比高差２ｃｍ

弱の畦畔でSS-l26と、それぞれ区画されている。

南と東の畦畔の水口については既に述べている。西

畦畔にも、南端と北寄りの２箇所に水口が開く。南端

水口は幅約50cmで､SS-120側に傾斜･する。埋土はオリー

ブ褐色砂質土で、径２mm以下の砂粒をやや含み、シル

ト質土の混じりがやや多い。北水口は幅約70cmで、や

はりSS-l20側に傾斜し、埋土は上部の①層がオリー

ブ褐色シルトで、径１ｍｍ前後の砂粒を含む。そして

SS-120側下部に②層のオリーブ褐色シルトが堆積す

る。あるいは、②層が畦畔を構成していた可能性もあ

る（図４１－３４．３５)。

[SS-120］

ＤＷ・ＤＸ４８区を中心に位置し、東辺約5.3ｍ、西辺

約5.8ｍ､東西5.4ｍの台形状を呈する。水田面の標高は、

26.06ｍ前後。南側SS-113とは幅50～70cm、比高差５

～６cmの畦畔で、東側SS-119とは幅約70cm、比高差約

５cmの畦畔で、西側SS-121とは幅約50cm、比高差約３

cmの畦畔で、北側SS-l27とは幅約60cm、比高差約３ｃｍ

の畦畔で、それぞれ区画されている。

南畦畔と東畦畔の各２箇所の水口については、既に

述べた。西畦畔にも３箇所水口が開く。南端の水口は

幅約150cmで、傾斜はほとんどない。埋土は、上部の

①層が黄褐色砂質シルトで、径１mm前後の砂粒を多く

含む。下部の②層はオリーブ褐色シルト。中央部の中

水口は幅約80cm・わずかながらSS-l20側に傾斜･する。

埋土は、上部の①層が径１mm前後の砂粒が多く混じる

オリーブ褐色シルト。SS-l20側下部の②層がオリーブ

褐色シルトである。そして、北水口は幅30cm前後で、

北側SS-l28へも通じ､東西方向はSS-l20側に傾斜･する。

埋土は暗灰黄色シルトで、径１mm前後の砂粒を多く含

む（図41-36～38)。

[SS-121］

ＤX４８．４９区、ＤY４８．４９区にまたがり、東西約４５

ｍ、南北６ｍを測る。水田面の標高は26.05～26.06ｍ・

南側を幅60cm前後、比高差約７cmの畦畔でSS-ll4と

画され、東側は幅約50cm、比高差約４～５cmの畦畔が

SS-120との間にあり、西側SS-l38との間には幅50cm前

後、比高差約４cmの|畦畔が断続的にあり、北側は幅約

70cm､比高差２～３cmの畦畔でSS-l28と画されている。

南畦畔には水口が開かない。東畦畔には３箇所水口

が開くが、これについては既に述べた。北畦畔には、

３箇所に水口を確認しており、西端も水口が開いてい

た可能性がある。東端はＳＳ－１２０．１２１．１２８を繋いでお

り、東西幅約80clnoSS-128側に傾斜し、上部に①層の

径１mm前後の砂粒を多く含む暗灰黄色シルトがあり、

下部に②層の暗灰黄色シルトが堆積する。上部①層が

SS-120.121北端水口埋土に共通しており、②層が畦

畔の一部で、東西方向には水口が開いていなかった可

能性も残る（図41-39)。北畦畔中央部東水口は幅約

30cm･同西水口は幅約20cm・いずれもSS-128側に傾斜

し､埋土も共通｡上部の①層がオリーブ褐色シルトで、

径１mm前後の砂粒を含む。下部の②層はオリーブ褐色

シルト（図４１－４０．４１)。

西畦畔は断続的で､４つの水口が開き､南から南端、

中南、中、北水口とする。南端水口は幅約60cm・中南

水口は幅約30cm・中水口は幅約80cm・北水口は南部に

撹乱が及び､幅70cm以上。埋土は､上部①層が共通し、
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Ⅱ－６Ⅱ‐２－④層の遺構と出土遺物
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